
岩手県立大学盛岡短期大学部ࡳ࠿ࡵࡦ寮管理運営業務௙様書 

 

㸯 適用範ᅖ 

寮㸦௨ࡳ࠿ࡵࡦ岩手県立大学盛岡短期大学部ࡿࡍ発注ࡀ公立大学法人岩手県立大学ࠊࡣ௙様書ࡢࡇ

ୗࡳ࠿ࡵࡦࠕ寮ࠖというࠋ㸧ࡢ給食ࠊ施設管理及ࡧ各種設備点検࣭保Ᏺ業務㸦௨ୗࠕ本業務ࠖというࠋ㸧

 ࠋࡿࡍ適用࡟場合ࡿࡍ履行ࡾࡼ࡟委ク契約ࢆ

 

㸰 契約ᅗ書ࡢ優ඛ㡰位 

全࡚ࡢ契約ᅗ書ࠊࡣ相互࡟補完ࡢࡶࡿࡍとࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ契約ᅗ書間࡟相㐪ࡀあࡿ場合ࠊそࡢ優

ඛ㡰位ࠊࡣୗグࡢࡶࡿࡼ࡟とࠋࡿࡍ 

第㸯位 業務内容説明書及ࡧ質問ࠊ回答書 

第㸰位 岩手県立大学盛岡短期大学部ࡳ࠿ࡵࡦ寮管理運営業務௙様書㸦௨ୗࠕ業務௙様書ࠖとい

うࠋ㸧 

 

㸱 業務ࡢ目的 

本業務ࠊࡣ給食調理ࠊ施設管理ࠊ設備点検࣭保Ᏺࡢ㸱部門とࠊࡋ関係諸法௧並࡟ࡧ委ク者ࡢ定ࡵ

ࠊࡋ遵Ᏺࢆ関係諸規則ࡢ௚ࡢそࡧ寮消防計画及ࡳ࠿ࡵࡦࠊ岩手県立大学盛岡短期大学部学寮規程ࡓ

௨ୗࡢ目的㐩成࡟努ࡳ࠿ࡵࡦ࡚ࡗࡶࠊࡵ寮ࡢᏳ全ࡘ࠿効率的࡞運営ࢆ実現ࡇࡿࡍとࢆ目的とࠋࡿࡍ 

㸦㸯㸧ࡳ࠿ࡵࡦ寮自治会と十ศ࡟連携ࠊࡾྲྀࢆ物理的ࠊ精神的࡟入寮生ࡢᏳ全ࡘ࠿衛生的࡞生活環境

 ࠋとࡇࡿࡍ維持ࢆ

㸦㸰㸧施設ࡢ無事故ࠊ無公害及ࡧ入寮生ࡢ無事故࡟努ࠊࡵ各種ࡢ事故ࢆ防止ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸱㸧最適࡞業務計画ࢆ作成ࠊࡋ環境衛生ࠊᏳ全等ࡢ確保ࠊ修繕費ࡢ軽減と設備機器等ࡢ耐用年数ࡢ

延伸ࢆᅗࡇࡿとࠋ 

 

㸲 業務ࡢ内容 

主࡞業務ࡢ内容ࠊࡣ別࡟定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ࠿次ࡢ各号࡟掲ࡿࡆ業務とࠋࡿࡍ 

㸦㸯㸧給食調理及ࡧ提供࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸰㸧施設管理࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸱㸧施設ࡢ環境整備ࠊ清掃࡟関ࡇࡿࡍと㸦寮生ࡀ行う清掃区域ࢆ除ࠋࡃ㸧ࠋ 

㸦㸲㸧温水ボイラ࣮設備ࡢ日常点検ࠊ定期点検ࠊ法定点検及ࡧ保Ᏺ࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸳㸧地ୗタンク設備ࡢ定期点検ࠊ法定点検ࠊ及ࡧ保Ᏺ࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸴㸧ཷ水槽及ࡧ高架水槽設備ࡢ定期点検ࠊ法定点検ࠊ及ࡧ保Ᏺ࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸵㸧消防用設備ࡢ定期点検ࠊ法定点検及ࡧ保Ᏺ࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

㸦㸶㸧そࡢ௚必要と認ࡿࢀࡽࡵ立会いࠊ連絡調整及ࡧ報告࡟関ࡇࡿࡍとࠋ 

 

㸳 報告及ࡧグ録 

㸦㸯㸧業務ࡢ遂行࡟必要ࡀあࡿと認ࡿࢀࡽࡵ業務内容ࡢ報告及ࡧグ録ࡢ様式ࡘ࡟い࡚ཷࠊࡣク者࠾࡟

い࡚作成ࠊࡋあࡵࡌ࠿ࡽ監督員ࡢ承諾ࢆ得ࡇࡿととࡿࡍ㸦㸦㸱㸧࡟規定ࢆࡢࡶࡿࡍ除ࠋࡃ㸧ࠋ 

㸦㸰㸧業務内容ࡢ報告及ࡧグ録ࠊࡣ業務終了後㏿や࡟࠿提出ࠊࡋ監督員ࡢ承諾ࡅཷࢆ必要࡞期間保存

 ࠋࡿࡍ

㸦㸱㸧主࡞報告及ࡧグ録ࠊࡣୗグࡢとࡾ࠾とࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍグ載内容ࡘ࡟い࡚ࡣ監督員と協議ࠊୖࡢ任

意ࡢ様式ࡾࡼ࡟必要࡞事㡯ࢆグ載ࡢࡶࡿࡍとࠋࡿࡍ 

ア ࡳ࠿ࡵࡦ寮管理運営業務週報㸦様式第㸯号㸧 

イ ボイラ࣮᭶例点検表㸦様式第㸰号㸧 

ウ ࡳ࠿ࡵࡦ寮事件࣭事故報告書㸦様式第㸱号㸧 

エ そࡢ௚監督員ࡀ必要と認ࡿࡵ書類 



㸴 管理責任者࣭総括責任者 

ཷク者ࠊࡣ当ヱ業務ࡢ実施࡟あཷࠊࡾࡓク者ࢆ௦理ࡿࡍ管理責任者ࢆ選任ࡢうえࠊ次ࡢ業務࡟あ

 ࠋࡿࡍとࡢࡶࡿせࡽࡓ

㸦㸯㸧業務実施࡟関ࡿࡍ監督員とࡢ連絡調整 

㸦㸰㸧௙様書࡟基࡙ࡃ細部事㡯ࡢ打ࡕ合わせ 

㸦㸱㸧業務従事者ࡢ管理及ࡧ指揮監督 

兼ࢆ寮管理人ࡣ統括責任者ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ配置ࢆ総括責任者࡚ࡋ者とࡿࡍ補బࢆ管理責任者ࠊࡓࡲ

総括責ࠊࡣ難い場合ࡾࡼ࡟ࢀࡇࠊࡋとࡢࡶࡿせࡉࡳ込ࡳఫ࡟寮ࡳ࠿ࡵࡦ࡚ࡋ原則とࠊ࡟ࡶととࡿࡡ

任者ࡢほ࠿当直員等ࢆ配置ࡢࡶࡿࡍとࠋࡿࡍ 

 

㸵 業務従事者ࡢ資格等 

各業務ࡢ従事࡟㝿࡚ࡋ必要とࡿ࡞資格ࡀあࡿ場合ࠊࡣ࡟各業務ࡢ業務௙様書ࡾࡼ࡟定ࡢࡶࡿࡵと

 ࠋࡿࡍ

 

㸶 業務従事者ࡢ確認等 

㸦㸯㸧業務開始࡟ඛ立ࠊࡕ業務従事者ࡢ経歴㸦6 ヶ᭶௨内࡟撮影ࡓࡋ写真ࢆ添付ࠊ㸧ࠊ資格証明書等ࡢ

写ࡋ㸦᭷効期限ࡢ定ࡀࡵあࡿ資格ࡘ࡟い࡚ࡣ᭷効期限内ࡢ写ࡋとࠊࡋ契約期間内࡟更新ࡓࡋ場合

ࡿࡅཷࢆ承諾ࡢ監督員ࠊࡋ提出ࢆ書面ࡍ示ࢆ責任体制ࡧ㸧及ࠋࡿࡍとࡢࡶࡿࡍ都度提出ࡢそࠊࡣ࡟

 ࠋࡿࡍとࡢࡶ

㸦㸰㸧監督員ࡀ業務従事者と࡚ࡋ不適当と認ࡓࡵ者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ協議ࡢうえࠊ業務従事者ࢆ交௦ࡉせ

 ࠋࡿࡍとࡢࡶࡿ

㸦㸱㸧業務従事者ࡢ交௦࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ原則と࡚ࡋ事前࡟監督員ࡢ承諾ࡿࡅཷࢆととࠊ࡟ࡶ交௦者と

十ศ࡟引ࡁ継ࢆࡂ行い業務࡟支㞀࡞ࡢいࡼうࡢࡶࡿࡍ࡟とࠋࡿࡍ 

㸦㸲㸧業務従事者ࠊࡣ岩手県立大学盛岡短期大学部学寮規程ࡳ࠿ࡵࡦࠊ寮消防計画等ࢆ遵Ᏺࡿࡍほࠊ࠿

業務遂行ୖ危険ࢆ伴う場合ࠊࡣᏳ全施設又ࡣᏳ全帽等必要࡞措置ࢆとࡢࡶࡿとࠊࡓࡲࠋࡿࡍ監督

員ࡢ指示࡟従うࡢࡶとࠋࡿࡍ 

 

㸷 相互協力 

各業務従事者ࠊࡣ互いࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡣとࠊ௚ࡢ各種ཷク業者と連絡ࢆ密ࠊࡋ࡟必要ࡢあࡿ事㡯࡟

 ࠋࡿࡍとࡢࡶࡿࡓあ࡟業務執行࡞適ษࠊࡋ協力࡟い࡚相互ࡘ

 

10 そࡢ௚ 

業務ࡈとࡢヲ細௙様ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ別࡟定ࡢࡶࡿࡵとࠋࡿࡍ 

 

11 疑義 

監督員࡚ࡌ応࡟必要ࠊࡣ࡟場合ࡓࡌ生ࡀ疑義࡟௙様書ࡢࡇࡣࡓࡲࠊい事㡯࡞ࡢࡵ定࡟௙様書ࡢࡇ

と協議ࡢࡶࡿࡍとࠋࡿࡍ 

 

1「 本業務ࡢ実施࡟要ཷࡿࡍク者ࡀ専ࡽ使用ࡿࡍ場ᡤ 

本業務ࢆ実施ཷࠊࡵࡓࡿࡍク者ࡀ配置ࡿࡍ総括責任者ࡀ௨ୗࡢ場ᡤࢆ使用ࡇࡿࡍとࢆ認ࡢࡶࡿࡵ

とࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍそࡢ使用ࡾ࠿࠿࡟発生ࡿࡍග熱水費等ཷࡣク者ࡢ負担とࠋࡿࡍ 

 

寮内 管理人室  㸦14.6ࡳ࠿ࡵࡦ ㎡㸧 

台ᡤ    㸦 6.0 ㎡㸧 

浴室    㸦 」.0 ㎡㸧 

厨ᡣ脇トイレ㸦 「.7 ㎡㸧 

休憩室㸦 8.4 ࠌ  ㎡㸧 

合 計   」4.7 ㎡ 



 

ひめかࡳ寮管理運営業務週報 
総務財務 

課  長 

管財契約Ｇ 

ࣜ ー ダ ー 
グࣝープメンバー 発議者 

    

 

ᖹ成  ᖺ度  第  週 ᖹ成  ᖺ  月  日 ～ ᖹ成  ᖺ  月  日 

報告者 総括責任者氏名                              ㊞ 

日付 在寮生数 
給食提供数量 管理巡回時間 

朝食 夕食 㸯回目 㸰回目 㸱回目 

／ 
(日) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

／ 
(月) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

／ 
(火) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

／ 
(水) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

／ 
(木) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

／ 
(金) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

／ 
(土) 

天候 
人 食 食 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

時 分から 

 

時 分ࡲで 

新規入寮者数㸦週計㸧 

㸯ᖺ 人 

退寮者数㸦週計㸧 

㸯ᖺ 人 

㸰ᖺ 人 㸰ᖺ 人 

計 人 計 人 

࠙記  事  㸦点検等実施状況㸧ࠚ

 

 

 

࠙特記事項  ࠚ

 

 

 

 

㸦様式第㸯号㸧 

 

 
 

㸦様式第㸯号㸧 



(様式第䠎号䠅

設置施設名

ボイ䝷型式等

良好 不良

損傷の᭷無

油加熱機及䜃燃料送給装置 損傷の᭷無

バーナー 汚れ及䜃損傷の᭷無

スト䝺ーナー 詰䜎り及䜃損傷の᭷無

バーナー䝍イ䝹及䜃炉壁 汚れ及䜃損傷の᭷無

煙道 漏れ䚸損傷及䜃通風圧異常の᭷無

起動及䜃停止装置 機能の異常の᭷無

火災検出装置 機能の異常の᭷無

燃料遮断装置 機能の異常の᭷無

水位調節装置 機能の異常の᭷無

不完全燃焼防止装置 機能の異常の᭷無

電気配線 端子の異常䠄緩䜏等䠅の᭷無

給水装置 損傷及䜃異常の᭷無

保温状態 機能の異常の᭷無

ボ䚷イ䚷䝷䚷ー䚷᭶䚷例䚷点䚷検䚷表

点検実施ᖺ᭶日 ᖹ成䚷䚷䚷ᖺ䚷䚷䚷᭶䚷䚷䚷日

岩手県立大学盛岡短期大学部䜂めか䜏寮

昭和鉄工製䚷䠯ＫＭ䠰－Ｅ䠎００䠏Ａ䠄Ａ重油焚䠅䚷2004ᖺ䠏᭶設置

管財契約G
䝸ー䝎ー

点検員

ボイ䝷ー本体

燃焼装置

自動制御
装置

総務室長

点検項目及䜃点検事項
状態

総務財務
課長

ボイ䝷ー技士
グ䝹ープ
メンバー

発議者

特記事項䠄措置した事項等䠅

付属装置
及䜃付属品



 

ひめかみ寮事件࣭事故報告書 
総務室長 総務財務課長 管財契約 G ࣮ࣜダ  ࣮ グ࣮ࣝプメンバ  ࣮

    

学生支援室長 学生支援課長 学生支援 G ࣮ࣜダ  ࣮

 

発議者 

    

 

事件࣭事故ࡢ種別 事 件     事 故㸦 施設管理 ࣭ 人身 㸧 

事件࣭事故名㸦概要㸧  

発生ᖺ月日࣭時間 

※時間ࡣ 24h 表記による 
ᖹ成  ᖺ  月  日  曜日   時  分 天候： 

事
件

・
事
故
の
対
象
等 

当事者㸯 

入寮生㸦学籍番号：     㸧࣭ 委ク業務従事者࣭その他㸦    㸧 

氏 名                  連絡先 

当事者㸰 

入寮生㸦学籍番号：     㸧࣭ 委ク業務従事者࣭その他㸦    㸧 

氏 名                  連絡先 

対象物 

建物࣭設備㸦厨房࣭ボイラ࣮࣭ガスコンロ࣭その他㸦       㸧㸧 

名称࣭型式等 

事件࣭事故発生後の通報 

警察へ通報→通報時間㸦      㸧通報の相手方㸦       㸧 

消防へ通報→通報時間㸦      㸧通報の相手方㸦       㸧 

大学事務局へ連絡→連絡先㸦                   㸧 

事件࣭事故発生後に 

とった措置㸦応急措置等㸧 
 

事件࣭事故の状況 

 

 

 

 

 

 

以下グ入不要㸦事務局グ入欄㸧 

࠙対応  ࠚ

 

㸦様式第㸯号㸧 㸦様式第㸱号㸧 

 

 

 



岩手県立大学盛岡短期大学部学寮規程 

平成１７年４月１日 

規程第５１号    

（目的）  

第１条 この規程は、岩手県立大学盛岡短期大学部学寮（以下「学寮」という。）の管理運営に関し

必要な事項を定めることを目的とする。  

 

（名称及び位置）  

第２条 学寮の名称及び位置は、次のとおりとする。  
名 称 岩手県立大学盛岡短期大学部 ひめ

かみ寮 
位 置 盛岡市中野一丁目 20 番 11 号 

 

（学寮の目的）  

第３条 学寮は、寮生の共同生活を通じて自律的かつ協調的な人間の形成に資することを目的とす

る。  

 

（収容対象、収容定員及び在寮期間）  

第４条 学寮の収容対象、収容定員及び在寮期間は、次のとおりとする。  
収容対象 岩手県立大学盛岡短期大学部 女子

学生 
収容定員 ８０人 
在寮期間 ２年 

２ 前項の収容定員に満たない場合には、岩手県立大学女子学生を収容対象とすることができる。  

 

（入寮）  

第５条 学寮に入寮を希望する者（以下「入寮希望者」という。）は、入寮願（様式第１号）に誓約書

（様式第２号）その他学長の指定する書類を添えて学長に願い出るものとする。  

２ 学長は、前項の入寮願を審査のうえ入寮を適当と認めるときは、入寮許可書（様式第３号）により

入寮希望者に通知するものとする。  

 

（寄宿舎料）  

第６条 寮生は、別に定める寄宿舎料を納めなければならない。  

 

（経費の負担）  

第７条 学寮の維持及び保全に要する経費その他大学が負担する経費以外の経費は、寮生が負

担しなければならない。  

２ 経費の負担区分は、別に定める。  

 

（施設保全の義務）  

第８条 寮生は、居室、共用施設その他学寮の施設を、常に正常な状態において保全し、次の各号

に掲げる行為をしてはならない。  

（１）居室を居室以外の目的に使用すること。  

（２）施設、設備等に工作を加え、又はき損すること。  

２ 寮生は、防火管理、災害防止その他学寮施設の管理運営の必要からする指示に積極的に協力

しなければならない。 

３ 寮生の責に帰する事由によって、建築物、設備を滅失又はき損したときは、当該寮生にその損

害の全部又は一部を賠償させることがある。 



 

（学寮生活に必要な規約）  

第９条 寮生は、学寮における日常生活上の具体的な問題を処理し、自主的にこれを規律するため、

学長の承認を得て学寮生活に必要な規約を作成するものとする。  

２ 前項の規約には、次の各号に掲げる事項を記載するものとする。  

（１）寮生活の方針に関する事項  

（２）寮内組織に関する事項  

（３）風紀秩序に関する事項  

（４）会計に関する事項  

（５）保健衛生に関する事項  

（６）防火に関する事項  

（７）規約改正の手続きに関する事項  

３ 前項の規約の改廃は、学長の承認を受けるものとする。  

 

（懇談会の開催）  

第１０条 盛岡短期大学部長は、寮生との連絡を円滑にするため、随時懇談会を開催するものとす

る。  

 

（閉寮）  

第１１条 春季休業日、夏季休業日及び冬季休業日における閉寮の期間は、その都度定める。  

２ 閉寮期間中にやむを得ない理由で、在寮を希望する寮生は、学長に願い出て許可を受けなけ

ればならない。  

 

（退寮）  

第１２条 寮生は、退寮しようとするときは、退寮届（様式第４号）を学長に提出しなければならない。  

２ 寮生が、学寮の管理運営上著しく支障をきたす行為をしたときは、退寮を命ずることがある。  

 

（部外者の宿泊）  

第１３条 学寮には、部外者を宿泊させてはならない。  

 

（補則）  

第１４条 この規程の実施に関し必要な事項は、学長が定める。  

 

  附 則 

 この規程は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

 



様式第１号（第５条関係） 

入  寮  願 

年  月  日  

 岩手県立大学盛岡短期大学部学長 様 

学科    専攻  年 

氏 名                    ㊞ 

保証人 住    所               

    本人との続柄               

    氏    名             ㊞ 

  

 岩手県立大学盛岡短期大学部ひめかみ寮に入寮したいので、保証人連署のうえお願いしま

す。 



様式第２号（第５条関係） 

誓  約  書 

年  月  日  

 岩手県立大学盛岡短期大学部学長 様 

学科    専攻  年 

氏 名                  ㊞ 

  

 岩手県立大学盛岡短期大学部ひめかみ寮に入寮を許可されたからには、学寮規程を固く

守ることを誓います。 

 

 

保証人 住    所               

    職業及び本人との続柄           

    氏    名             ㊞ 

 入寮中本人に関する一切のことは保証人が引き受けます。 



様式第３号（第５条関係） 

入 寮 許 可 書 

年  月  日  

  学科   専攻  年 学籍番号   番 

様                   

岩手県立大学盛岡短期大学部学長  

  

  年 月 日付けで願い出のあった岩手県立大学盛岡短期大学部ひめかみ寮入寮につい

て、下記のとおり許可します。 

記 

 入寮許可期間  年 月 日から  年 月 日まで 

 



様式第４号（第１２条関係） 

退  寮  届 

年  月  日  

 岩手県立大学盛岡短期大学部学長 様 

学科    専攻  年 

氏 名                    ㊞ 

保証人 住 所                  

    氏 名                ㊞ 

  

 岩手県立大学盛岡短期大学部ひめかみ寮に入寮中のところ、 月 日退寮しますのでお届

けします。 

 

 

 



 寮自治会規約ࡳ࠿ࡵࡦ

 

 

第1章 総則 

㸦目的㸧 

第1条 ࡢࡇ規約ࠊࡣ岩手県立大学学寮規程第 9 条ࡢ定ࡿࡼ࡟ࡵ規約を作成ࠊࡋ寮ࡢ運営࣭生活࣭活

動等ࡢ指針ࠊ規ᚊを定࡜ࡇࡿࡵを目的ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸦ྡ称及ࡧ構成㸧 

第2条 本会ࡳ࠿ࡵࡦࠕࠊࡣ寮自治会 㸦ࠖ以ୗࠕ自治会ࠖ࡜いう㸧࡜称ࡋ全寮生࡛構成ࠋࡿࡍ 

 

㸦寮生活ࡢ基本方針㸧 

第3条 学寮ࠊࡀ寮生ࡢ共ྠ生活を通࡚ࡌ自ᚊ的ࡘ࠿協調的࡞人間ࡢ形成࡟資ࡢ࡜ࡿࡍ学寮規程ࡢ趣

᪨࡟則ࡢࡇࠊࡋ規約を定ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ日常ࡢ寮ෆ規ᚊࡢ遵守ࠊ寮生相互ࡢ和࣭思いや࣭ࡾ

協調性を育ࠊࡳ更ࠊ࡟学生ࡢ本分を忘࡞ࢀい࡝࡞ࠊ࡜ࡇを᪨ࠊࡋ࡜自治寮࡛あࡢ࡜ࡇࡿ責任

を持ࠊࡕ寮生活࣭行動ࡢ基本方針ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸦施設保全㸧 

第4条 寮ࡀ公共ࡢ施設࡛あࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ建物を始ࡵ全࡚ࡢ設備࣭備品ࡘ࡟い࡚損傷࣭破損࣭落書࡞

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ努࡟管理࡞善良ࠊࡋ留意࡟࡝

 

 

第2章 寮ෆ組織࣭役員 

(組織及ࡧ役員) 

第5条 自治会運営ࠊࡵࡓࡢḟࡢ組織及ࡧ役員を置くࠋ 

㸦㸯㸧 寮生大会 

㸦㸰㸧 執行部   ձ寮長    ࣭副寮長 2 ྡ ୕役࡜称ࡿࡍ 

      ղ総務部長  ࣭ྠ副部長 1 ྡ 

      ճ経理部長  ࣭ྠ副部長 1 ྡ 

      մ文化部長  ࣭ྠ副部長 1 ྡ 

      յ生活部長  ࣭ྠ副部長 1 ྡ 

      ն厚生部長  ࣭ྠ副部長 1 ྡ 

㸦㸱㸧 ࣟࣈック  ࣟࣈックࡣ 3～㸲部ᒇࣟࣈࠊࡾ࡞ࡽ࠿ック長を一人定ࠋࡿࡵ 

㸦㸲㸧 会計監査委員会   会計監事 2 ྡ 

㸦㸳㸧 選挙管理委員会   委員長  ࣭委員 1 ྡ 



  㸰  会議ࡢ種類࡜開催時期及ࡧෆ容ࡣḟࠊࡀࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ㝶時ࡢᖺḟ会࣭行事等ࡢ打合会等ࡢ開 

催を妨࡞ࡆいࠋ 

   㸦㸯㸧寮生大会   最高ࡢ決定機関ࠊࡋ࡜議決ࡣ全寮生ࡢ㸯/㸰以ୖࠋࡿࡍ࡜寮生ࡢ㸯/㸳以ୖࡢ要 

請ࡀあࡣࡁ࡜ࡿ 7 日以ෆ࡟臨時大会を開くࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ定例大会ࡣᖺ 4 回࡜ 

 ࠋࡿࡍ

   㸦㸰㸧全体会議   議決ࡣ全寮生ࡢ㸯/㸰以ୖࠋࡿࡍ࡜ 

役員ࡢࡽ࠿決定事項等ࡢ連絡機能࡜懸案事項等ࡢ討議㸦ࣟࣈック会議㸧ࡢ役 

割を担うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

 㸦役員ࡢ任期㸧 

第6条 役員ࡢ任期ࠊࡣḟࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ再任を妨࡞ࡆいࠋ 

࣭ 前期 2 ᭶㸯日～7 ᭶ 31 日 

࣭ ᚋ期 8 ᭶ 1 日～翌ᖺ 1 ᭶ 31 日 

 

 㸦役員ࡢ任務㸧 

第7条 役員ࡢ任務ࡣ概ࡡḟࠊࡀࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢヲ細ࡘ࡟い࡚ࡇࡵࡦࠕࡣ Bookࠖ࡟掲載ࡿࡍほ࠿伝 

統的࡟口承࡚ࢀࡉいࡿ先例ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡼ࡟ 

 ձ 執行部 

 寮長ࡣ自治会ࡢ代表ࡢࡑ࡚ࡋ࡜運営を統括ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ役員会ࠊ寮生大会を招集ࠊࡋ主 

催ࠋࡿࡍ副寮長ࡣ寮長を補బ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ寮長୙在ࡁ࡜ࡢ寮長を代理ࠋࡿࡍ 

 各部ࡢ部長ࠊࡣ各部ࡢ࡜ࡈ事業計画ࡢ立案ࠊ会議等࡛ࡢ説明ࠊ寮生ࡢ࡬周知࡝࡞を行うࠋ 

  副部長ࡣ部長を補బ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ部長୙在ࡁ࡜ࡢ部長を代理ࠋࡿࡍ㸦長期休暇中ࡶ含ࡴ㸧 

 書記ࠊࡣ役員会ࠊ寮生大会等ࡢ記録を執ࠋࡿ 

 ղ 会計監事 

 寮㈝ࡢ経理状況ࡢ監査を実施ࡢࡑࠊࡋ結果を会議等࡟提出࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ監査報告ࠋࡿࡍ 

 ճ 選挙管理委員会委員 

 各役員任期ࡢ概ࡡ 1 ヶ᭶前࡟役員選挙を行うࠋ 

 

㸦役員ࡢ選任及ࡧ解任㸧 

第 8 条  ୕役ࡣ事前࡟選任ࠊࡕࡢࡓࡋ寮生全員࡛ࡢ選挙ࡾࡼ࡟信任࣭୙信任を問うࡢࡇࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

場合ࠊ寮生ࡢ㸯/㸰以ୖࡢ支持を࡚ࡗࡶ当選ࠋࡿࡍ࡜ 

1ࠊࡣい࡚ࡘ࡟௚各部部長࣭副部長ࡢࡑ      ᖺḟ会又ࡣ 2 ᖺḟ会࡛ࡢ協議を重ࠊࡡ選任ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜

 㸰  選挙ࠊࡣ任期終了概ࡡ 1 ヶ᭶前࡟実施ࡢࡑࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ方法ࡣ選挙管理委員会ࡀ決ࠋࡿࡵ 

 㸱  ୕役ࡢࡑࠊ௚各部部長࣭副部長ࡀ㏥寮等特ู࡞事由࡛㏥任ࡿࡊࡏを得࡞くࡓࡗ࡞際ࡣ役員会࡟ 

 ࠋࡿࡵい࡚対応を決࠾



 㸲  ୕役ࡢࡑࠊ௚各部部長࣭副部長ࡢ罷免ࠊࡣ寮生大会࠾࡟い࡚決定࡟ࡕࡔࡓࠊࡋ㏥寮処分ࠋࡿࡍ࡜ 

 

第3章 風紀࣭秩序࣭生活 

㸦寮ෆ規ᚊ㸧 

第9条 寮生活࣭自治会運営ࡢ基本ࡀ寮生ࡢ日常ࡿࡅ࠾࡟行動規範࡞ࡍわࡕ風紀秩序ࡢうえ࡟成ࡾ立ࡗ 

࡚い࡟࡜ࡇࡿ鑑ࠊࡳ寮生活ࡘ࡟い࡚最ప限守ࡁ࡭ࡿ事項ࡣḟࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

 㸰  門限   ࣭開門 㸴：㸮㸮  ࣭閉門 㸰㸰：㸱㸮 

 㸱  寮閉鎖  夏休ࡳ中ࠊ冬休ࡳ中ࠊ及ࠊࡧ春休ࡳ中࡟㸯週間～10 日間程ᗘ閉鎖ࠋࡿࡍ具体的࡞期

間ࠊࡣ協議ࠊୖࡢ決定ࠋࡿࡍ 

 㸲  訪問客  寮ࡢ࡬訪問21：00～7：00ࠊࡣ  ࡜原則ࡶ࡚ࡗ女性࡛あࠊࡋ࡜࡛ࡲ玄関ࡣ男性ࠊࡋ࡜

 ࠋい࡞ࡵ認ࡣ宿泊࡚ࡋ         

 㸳  እ泊   እ泊ࡢ種類ࠊࡣ帰省እ泊࣭公認እ泊࣭私用እ泊ࠊࡋ࡜いࡿ࡞࠿እ泊ࡘ࡟い࡚ࡶእ泊 

          ᒆࡅを୕役࡟提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

እ泊ᒆࠊࡣࡅእ泊ࡿࡍ前日 22:35～当日 22：20 うえࡢ本人記入࡚ࡋ࡜原則ࠊ࡟࡛ࡲ

出ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡍ 

私用እ泊1ࠊࡣ ヶ᭶ 12 日以ෆࠋࡿࡍ࡜ 

 㸴  静粛時間  通常 22：35～翌 6：30 

ࢺࢫࢸ 1 週間前  21：00～翌 6：30   週番ࡀ寮ෆ放㏦࡛自粛を促ࠋࡍ 

中     20：00～翌ࢺࢫࢸ 6：30    

  㸵  ௚ࡢ寮室訪問㸦談笑㸧 

    寮室ࡀ 2 人居ఫ࡚ࡗ࡞࡜いࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ原則訪問ࡣ望ࡋࡲく࡞いࠊࡀ訪問ࡿࡍ時間ࠊࡣ静粛時 

間ࠋࡿࡍ࡜࡛ࡲ㸦静粛時間ᚋ࡟訪問ࡿࡍ場合ࡣ室ෆࡣ࡟入ࠊ࡟ࡎࡽノック࡛呼ࡧ出ࡍ㸧 

 㸶  寮ෆ禁Ṇ事項 

     寮ෆ࡛ࡢ禁Ṇ事項ࡣḟࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

      ࣭宗教活動 

      ࣭喫煙及ࡧ飲酒 

      ࣭7：00～21：00  ࢙࢘ࢫ࣭ࢪャ࣮ࢪࠋ可ࡤࢀࡍ歩行㸦ୖ着を着用ࡢ࡛ࡁࡲ食堂࣭玄関を寝ࡢ

ッࢺ可ࠋ㸧 

 ௚騒音等迷惑行Ⅽࡢࡑ࣭      

 

 㸦共用施設࣭備品ࡢ使用㸧 

 第 10 条 寮ෆࡢ各共用施設࣭備品等ࡣ寮生ࡢ日常生活ࡢうえ࡛大事࡛ࡢࡶ࡞あࡢࡑࠊࡾ使用ࡣ善良ࡘ࠿ 

決࣮ࣝࣝࡓࢀࡽࡵを誠実࡟守ࡾ全寮生ࡀ気持ࡕ良く過࡜ࡇࡿࡏࡈを基本ࠋࡿࡍ࡜ 

 ࠋࡿࡵ定ࡾ࠾࡜ࡢ使用時間等をḟࡢࡑ

ྡ  称  使 用 時 間 備     考 

食堂࣭応接࣮ࢥナ࣮ 6：00～24：00 ࠊࡋࡔࡓࠋࡌྠࡶࣅࣞࢸ夏季ࢺࢫࢸ期間中ࡣ 2：00



ࡢᖹ日ࠊࡓࡲࠋ使用可࡛ࡲ 8：30～9：30 ࡢ掃除ࡣ

 ࠋ使用禁Ṇࡵࡓ

 㸦᭷料㸧ࠋ࡜ࡇࡢ記入ࡎ枚数を必࣮ࣆࢥ ࡋ࡞オ録画 時間ไ限ࢹࣅ機࣭࣮ࣆࢥ

娯楽室 時間ไ限ࡋ࡞ 夜間ࡣ特࡟静粛ࠋ࡜ࡇࡢ 

湯沸室࣭ガࢥࢫンࣟ 6：30～22：35 ᥮気扇を回ࠋ࡜ࡇࡍガࢫ栓注意ࠋ使用ᚋࡢ清掃ࠋ 

洗濯機࣭掃除機 6：30～22：35 ᚋ࡛使う人࡟࡜ࡇࡢ配慮ࠋ 

乾燥機 6：30～22：35 ᭷料ࠋ洗濯物を入࡞ࡋ࡟ࡲࡲࡓࢀいࠋ 

暖房࣭電子ࣞンࢪ 

 ࢺタ࣮࣭電気࣏ッࢫ࣮ࢺ

アイࣟン 

時間ไ限ࡋ࡞ 食堂࣭学習室࣭娯楽室ࡢࡑࡣ室࡛ࡳࡢ利用可能ࠋ 

持ࡕ出ࡋ禁Ṇࠋ 

風呂 18：30～23：05 

㸦浴場ࡣ 脱衣ࠊ23：00

場ࡣ 23：05  㸧࡛ࡲ

通常 ᭶～金 ⇒ 風呂 

   土࣭日࣭祝日࣭休講日 ⇒ ࢩャワ࣮ 

遅く帰ࡿ寮生࡟配慮ࡋ寮࡟いࡿ人ࡣ᪩࡟ࡵ入浴ࡍ

 ࠋ࡜ࡇࡿ

長期休暇 全࡚ࡢ日⇒ࢩャワ࣮ 

学習室㸦ࣃソࢥン含ࡴ㸧 時間ไ限ࡋ࡞ 

 

 ࠋ予約ไࡣ使用ࡢンࢥソࣃ

印ๅࡣ 1 枚 5 ෇ࠋ 

勉強以እࡢ᭷料ࢧイ࣭ࢺ娯楽ࡣ禁Ṇࠋ 

静粛時間ᚋࡣ特࡟私語厳禁ࠋ 

 

㸦食事㸧 

第 11 条  食事ࡣ寮生活ࡢ基本的࡛ࡢࡶ࡞あࠊࡾ体力維持ࠊ食ࡿ࡭楽࡝࡞ࡳࡋ多くࡢ意義ࡀあࡿ一方ࠊ 

衛生面࡛ࡢ事故ࡀ発生ࡿࡍ可能性ࡶあࡾྲྀࡢࡑࠊࡾ扱いࠊ対応࡟細心ࡢ注意ࡀ望ࠋࡿࢀࡲ

ࡶ節減ࡢࡑ࡛࡜ࡇࡿい࡚ࢀ寮㈝࡛賄わࠊࡀイラ࣮燃料代等࣎ࠊ代ࢫガࠊ材料ࡢ食事ࠊࡓࡲ

図࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽいࠊ࡟ࡽࡉࠋ食事ࡣ食堂࡛ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿ࡜ࡳࡢ 

 ࠋࡿࡵ定ࡾ࠾࡜ࡢ事項をḟࡿࡍ関࡟食事ࠊえࡲ前提を踏ࡢࡽࢀࡇ

     ձ食事提供ࡢ期間等   大学ࡢ授業ࡢあࡿ期間㸦夏季࣭冬季࣭春季ࡋ࡞ࡣ㸧 

 ࠋࡋ࡞ࡣ日ࡿࡵ定࡟特ࠊ祭日ࠊ日曜日ࠊ土曜日ࠊࡋࡔࡓ

     ղ食事時間      ࣭朝食 㸴：㸮㸮～㸶：㸱㸮 

࣭ኤ食 㸯㸵：㸱㸮～㸰㸮：㸮㸮 

※㸰㸮：㸮㸮以降ࠊࡣ各自ࡢ食器を使用ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

※寮食ࡣ食堂以እ࡛食࡞࡭いࠋ࡜ࡇ 

      ճḞ食     Ḟ食ࡿࡍ者ࠊࡣ前週木曜日ࡢ静粛時間࡟࡛ࡲḞ食表࡟記入ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

      մ食事当番   ኤ食ࡢ当番ࣟࣉ࢚ࠊࡣン୕ࠊ 角巾ࢫ࣐ࠊクを着用ࠊࡋ手洗いࠊ消毒をࠋࡿࡍ 

 

第12条  寮食以እ࡟各自࡛調理ࡿࡍ場合ࠊ購入࡚ࡋ食ࡿ࡭場合࡟あࠊࡶ࡚ࡗ衛生面࡛万全ࡢ注意を払    



 わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ特ࠊ࡟冷蔵庫ࡢ使用ࠊ寮室࡟食࡭残ࡋ等を置く行Ⅽ࡝࡞十分࡟注意ࡍ

 ࠋ࡜ࡇࡿ

 

㸦当番ࡢ௙事㸧 

第 13 条 寮ࡢ෇滑࡞運営࡟資ࡵࡓࡿࡍḟࡢ通ࡾ当番ไを設ࡢࡑࠋࡿࡅ業務ࡢヲ細ࡇࡵࡦࠕࡣ Bookࠖ 

     ࡛決ࠊࡓࡲࠋࡿࡵ௙事ࡢ説明ࠊ指示ࡾ㈞ࡢ࡝࡞紙ࠊ口頭注意Ⅼ࡟気を配ࠋ࡜ࡇࡿ 

 

࣭週番   各ࣟࣈック 1 週間㸦日～土㸧区間࡛ࡢࡇ任を務ࠋࡿࡵ 

長期休暇中ࠊࡣ総務部ࡀ決ࡓࡵ総責ࡀ行うࠋ 

࣭総合責任 

࣭食事当番 

࣭掃除当番 通常㸦日曜日～金㸧廊ୗ࣭ࢺイ࣭ࣞ浴室ࡣ各ࣟࣈック㸰日交代࡛行うࠋ 

      掃除ࡢ時間ࡣ原則 20：00～24：00  ࠋ行う࡟間ࡢ࡛ࡲ

      長期休暇中ࠊࡣ総務部作成ࡢ当番表ࡾࡼ࡟ 17：00～24：00  ࠋ行う࡟間ࡢ

      洗面洗濯室࣭湯沸室ࣟࣈࠊࡣック࡟࡜ࡈ毎週᭶曜日 22:35  ࠋ行うࡽ࠿

㸦長期休暇中ࡣ 21：00  可㸧ࡽ࠿

       

 

第4章 会計 

㸦会計区分㸧 

第14条 寮ࠊ自治会ࡢ運営࡟必要࡞経㈝ࡘ࡟い࡚ࠊ予算ࠊ執行ࠊ決算等ࡢ会計事務をḟࡾ࠾࡜ࡢ定ࠋࡿࡵ 

     会計ᖺᗘ   ࣭前期 2 ᭶ 1 日～7 ᭶ 31 日 

            ࣭ᚋ期 8 ᭶ 1 日～翌ᖺ 1 ᭶ 31 日 

       経理部ࠊࡣ各期࡟予算࣭決算ࡘ࡟い࡚寮生大会࡟提出ࡋ承認を得࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

       予算執行ࠊ支払い事務ࡣ各部ࡢ連携࡟࡜ࡶࡢ行うࠋ 

       決算ࠊࡣ会計監事ࡢ監査をཷࡅ提出ࠋࡿࡍ 

 

㸦経理ࡢ方法㸧 

第15条  会計ࡣ単純会計ࠊࡋ࡜通帳ࡣ維持㈝ࠊ食㈝ࡢ 2 本ࠋࡿࡍ࡜金銭ࡢ扱いࠊࡣ通帳記入㸦銀行㸧  

を基本ࠊࡋ࡜納入ࠊ支払࡟ࡶ࡜口ᗙ利用ࡋ࡜極力現金ࡣ扱わ࡞いࠋ࡜ࡇ㸦食㈝返還金等ࡢ特定 

目的ࡣ除くࠋ㸧 

 

 㸦寮㈝㸧 

第16条  寮㈝ࡢ納入ࠊࡣ最寄ࡢࡾ銀行࡟開設ࡿࡍ預金通帳㸦自治会ࡀ一括手続㸧ࡽ࠿原則毎᭶ 11 日࡟ 

引ࡁ落ࡋ࡜自治会口ᗙ࡟納入ࠋࡿࡍ 

 



 

第5章 保健衛生࣭防火管理 

 㸦寮生ࡢ意識㸧 

第17条 寮生活を健康࡛明ࡿく過ࠊࡵࡓࡍࡈ保健衛生ࡘ࡟い࡚常࡟意識ࡢ高ᥭ࡟努࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵいࠋ 

ࡢ多数ࠊ࡝࡞励行ࡢ手洗いࠊ食器洗いࠊ処理ࡢ࣑ࢦࠊ掃除ࡢࢫペ࣮ࢫ共用ࠊ清掃ࡢ各室ࠊࡓࡲ

寮生ࡀい࡜ࡇࡿを念頭࡟衛生面࡟配慮࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸦厚生部ࡢ役目㸧 

第18条 厚生部ࡣ前条を踏ࡲえ寮生࡟注意喚起ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ常備薬品ࡢ整備をࠋࡿࡍ 

4ࠊࡓࡲ ᭶࡟全寮生を対象࡟検便を実施ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸦防火管理㸧 

第 19 条 大学࡛定ࡳ࠿ࡵࡦࠕࡓࡵ寮防火管理要綱ࠖࡾࡼ࡟活動ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

         (自衛消防組織ࡢ編成࣭訓練) 

 

 

第6章 雑則 

㸦罰則㸧 

第 20 条 寮及ࡧ自治会ࡢ෇滑࡞運営ࡢࡇࠊࡵࡓࡢ規約࡟罰則を定ࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡿࡵ規約ࡇࡵࡦࠊ Book

ࡍ罰則を科ࠊࡋい࡚役員会࡛協議ࡘ࡟罰則ࡣ場合ࡓࡌ生ࡀ案件ࡢ以እ࡜ࡇࡓࢀࡽࡵい࡚決࠾࡟

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

ձ እ泊ᒆࡢࡅ提出を怠ࡓࡗ者ࠊ記入࣑ࢫをࡓࡋ者ࠊࡣ無断እ泊ࠋࡿࡍ࡜無断እ泊をࡓࡋ者ࡣ以ୗ

 ࠋࡿ࡜措置をࡢࡾ通ࡢ

 1 回目：ࢺイࣞ掃除を全㝵分ェ2 日間 

 2 回目：ࢺイࣞ掃除を全㝵分ェ2 日間 

 3 回目：ࢺイࣞ掃除を全㝵分ェ3 日間 及ࡧ 謝罪文 

 4 回目：ࢺイࣞ掃除を全㝵分ェ4 日間 及ࡧ 謝罪文 

無断እ泊ࡢ回数ࡢࡑࠊࡀᖺᗘ㸦1 ᖺ㸧࡛ 5 回ࡓࡗ࡞࡜者ࡣ㏥寮ࠋࡿࡍ࡜ 

ղ ㏥寮問題ࡣ臨時役員会を招集ࡓࡋうえ࡛検討ࠊࡋ最終段㝵ࡢࡑ࡚ࡋ࡜措置ࡣ寮長ࡀ決定ࠋࡿࡍ 

ճ 閉門ᚋ寮を出入ࡓࡋࡾ者ࡣ㏥寮ࠋࡿࡍ࡜ 

մ 私用እ泊を 1 ヶ᭶ 13 回以ୖࡓࡋ者ࠊࡣ厚生部ࡢ指示ࡾࡼ࡟寮ෆ清掃全࡚を行うࠋ 

յ 1 ヶ᭶ 3 日以ୖオ࣮ࠊ࣮ࣂᖺᗘ࡟ 2 回እ泊オ࣮ࡓࡋ࣮ࣂ者ࠊࡣ㏥寮勧告を出ࠋࡍ 

ᖺᗘ࡟ 3 回以ୖእ泊オ࣮ࡓࡋ࣮ࣂ者ࡣ㏥寮ࠋࡿࡍ࡜ 

ն 謝罪文ࡣ原則࡚ࡋ࡜翌日࡟࡛ࡲ寮長࡟提出ࠋࡿࡍ遅ࡓࢀ場合ࠊ反省ࡢ様子ࡀ見え࡞い୕࡜役ࡀ

ุ断ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ罰掃除を加算ࠋࡿࡍ 

շ 22：35 を経過ࡋ風呂࡟入࡚ࡗいࡀ࡜ࡇࡿ半期࡟ 2 回以ୖチ࢙ックࡓࢀࡉ者ࠊࡣ風呂掃除 1 日行

うࠋ  

ո 各部ᒇ࡛ࡢ 1 ヶ᭶ࡢ電気使用料ࡀ 400kW 以ୖࡓࡗ࡞࡜部ᒇࠊࡣ経理部ࡀ罰掃除㸦ࢺイࣞ全㝵 1



日㸧を୚えࠋࡿ 

չ 静粛時間ᚋ࡟௚室訪問を行ࡓࡗ者ࠊࡣ部ᒇ࡟入ࡓࡗ者࣭入ࡓࢀ者࡟一人ࡢࡑ࡟ࢀࡒࢀࡑࠊࡘࡎ

㝵ࡢ廊ୗ掃除 1 日分を罰࡚ࡋ࡜୚えࠋࡿ 

պ 寮㈝納入ࡀ期限ࡾࡼ遅ࡓࢀ場合ࠊࡣ࡟風呂掃除 2 日分を罰࡚ࡋ࡜୚えࡿ 

無断࡛࡟ᖺᗘෆࠊࡓࡲ 3 回以ୖ寮㈝を滞納ࡓࡋ者ࡣ࡟㏥寮勧告を行うࠋ 

ջ 全࡚ࡢ罰掃除ヱ当者ࠊࡣ終了ᚋࠊ必୕ࡎ役࡟報告ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

㸦規約改ṇ㸧 

 第 21 条  ࡢࡇ規約ࡢ改ṇࠊࡣ寮生大会࠾࡟い࡚全寮生ࡢ 2/3 以ୖࡢ賛成を࡚ࡗࡶ議決ࠋࡿࡍ 

 

 

 

  附則 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 1 18 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠋࡿࡍ 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 2 19 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠋࡿࡍ㸦全部改ṇ㸧 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 19 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 3 20 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠋࡿࡍ㸦一部改ṇ㸧 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 20 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 4 22 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠋࡿࡍ㸦一部改ṇ㸧 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 22 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 5 23 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠋࡿࡍ㸦一部改ṇ㸧 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 23 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 6 24 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠋࡿࡍ㸦一部改ṇ㸧 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 24 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 7 25 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠑࠋࡿࡍ一部改ṇࠒ 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 25 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 8 26 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠑࠋࡿࡍ一部改ṇࠒ 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 26 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 9 27 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠑࠋࡿࡍ一部改ṇࠒ 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 27 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 10 27 ᖺ 10 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠑࠋࡿࡍ一部改ṇࠒ 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 27 ᖺ 9 ᭶ 30 日㸧 

ᖹ成ࠊࡣ規約ࡢࡇ 11 28 ᖺ 4 ᭶ 1 日ࡽ࠿執行ࠑࠋࡿࡍ一部改ṇࠒ 

㸦県立大学学長承認 ᖹ成 28 ᖺ 3 ᭶ 31 日㸧 

 



給食業務内容説明書 

 

給食業務ࠊࡣ業務仕様書࡟定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ࠿こࡢ業務内容説明書࡟定࡜ࡿࡵこࡾࡼ࡟ࢁ実施ࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

 

㸯 業務従事者 

受託者ࠊࡣ次ࡾࡼ࡟給食業務従事者㸦௨ୗࠕ従事者ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢ配置等を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸦㸯㸧従事者ࠊࡣ本書࡟定ࡿࡵ業務内容を十分࡟行うこ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ࡜認ࡿࢀࡽࡵ者࡛ࠊ給食調理業務

 ࠋࡿࡍ者を配置ࡿࡍ経験を᭷࡜知識ࡿ࠿࠿࡟

㸦㸰㸧従事者ࠊࡀ業務࡟従事ࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ一定ࡢ被服を着用させࠊ従事者࡛あࡿこ࡜を明瞭ࠋࡿࡍ࡟ 

㸦㸱㸧従事者ࡢうࠊࡕ給食作業࡟従事ࡘ࡟ࡢࡶࡿࡍい࡚ࠊࡣ᭶㸰回௨ୖࡢ検便㸦赤痢菌ࠊサルモネラࠊ

腸管出血性大腸菌㸧を実施ࡢࡑࠊࡋ結果を㏿や࡟࠿委託者࡟報告ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸰㸦㸲㸧アࡓࡢ

 ࠋい࡞࡛ࡾ限ࡢこࡣい࡚ࡘ࡟期間ࡢࡁ書ࡋࡔ

 

㸰 業務内容 

次ࡾࡼ࡟給食を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸦㸯㸧給食献立ࡢ作成 

給食ࡢ献立ࠊࡣ栄養士࡟行わせࠊ寮生ࡢᡤ要栄養基準を満ࡼࡍࡓう࡞食品構成࡜食品原材料ࡢ

選択࡟配慮ࠊࡋ衛生的࡛変化࡟富ࠊࡘ࠿ࠊࡳ季節感ࡢあࡿ食事を提供ࡼࡿࡍう努ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ 

㸦㸰㸧給食材料ࡢ調達 

給食材料ࡢ調達ࠊࡣ受託者ࡀ寮生ࡢࡽ࠿委託࡟基࡙い࡚行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸦㸱㸧給食調理及ࡧ衛生管理等 

給食調理及ࡧ衛生管理ࠊࡣ関係法௧を遵守ࠊࡋ次ࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

ア 給食調理及ࡧ食品管理ࡣ､ 調理室㸦厨ᡣ㸧࠾࡟い࡚清潔ࡘ࠿衛生的࡟行うこࠋ࡜ 

イ 調理機器・器具類及ࡧ食器ࡢ衛生管理ࠊࡣ洗浄及ࡧ煮沸消毒࡝࡞確実࡞方法࡛行うこࠋ࡜ 

ウ 給食業務ࡾࡼ࡟食中毒等ࡢ疾病ࡀ生ࡓࡌ場合ࠊࡣ受託者ࡢࡑࡀ責任を負うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸦㸲㸧給食日及ࡧ給食数量 

給食日及ࡧ給食数量ࠊࡣ次ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

ア 給食日ࠊࡣ᭶曜日ࡽ࠿金曜日ࡢ࡛ࡲ各日ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜祝祭日及ࡳ࠿ࡵࡦࡧ寮自治会規約

࡛定ࡿࡵ日を除くࠋ 

イ 各日ࡢ給食数量ࠊࡣ朝食ࠊ夕食ࢀࡒࢀࡑࠊ 50 食程度㸦入寮状況ࡣ࡚ࡗࡼ࡟最大 80 食㸧ࡍ࡜

ࡢ給食当日ࠊ࡚ࡋ࡜数量㸦原則ࡓ出ࡋ申ࡀ寮生ࠊࡣ給食数量ࡢこࠊࡋࡔࡓࠋࡿ 7 日前࡟࡛ࡲ申

 ࠋࡿࡍ増減ࡾࡼ࡟㸧ࡿ出ࡋ

㸦㸳㸧給食時間 

給食時間ࠊࡣ次ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

ア 朝食 

 6 時 40 分8 ࡽ࠿ 時 00 分ࡢ࡛ࡲ間 

イ 夕食 

17 時 」0 分ࡽ࠿ 「0 時 00 分ࡢ࡛ࡲ間 

㸦㸴㸧給食ࡢ配膳 

寮生ࠊ࡟ࡶ࡜࡜給食ࡢ配膳を行う㸦夕食࡟限ࠋࡿ㸧ࠋ 



施設管理及ࡧ施設ࡢ環境整備ࠊ清掃業務内容説明書 

 

施設管理及ࡧ施設ࡢ環境整備ࠊ清掃業務㸦以下ࠕ施設管理等業務ࠖ࡜いうࠋ㸧ࠊࡣ業務௙様書࡟定ࡵ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ実施ࡾࡼ࡟ࢁこ࡜ࡿࡵ定࡟業務内容説明書ࡢこࠊ࠿ほࡢࡢࡶࡿ

 

㸯 業務従事者 

業務従事者ࠊࡣ本書࡟定ࡿࡵ業務内容を十分࡟行うこ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ࡜認ࡿࢀࡽࡵ者࡛ࡘ࠿ࠊ管理業

務ࡢ知識࡜経験を᭷ࡿࡍ者を配置ࡿࡍこࠊࡋ࡜࡜業務௙様書࡟定ࡿࡵ総括責任者ࡀ兼ࡍ࡜ࡢࡶࡿࡡ

 ࠋࡿ

 

㸰 業務内容 

次ࡾࡼ࡟施設管理等業務を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸦㸯㸧施設管理及ࡧ火災防止ࠊ安全࣭防犯対策等 

建物ࠊ設備等ࡢ管理及ࡧ火災防止ࠊ安全࣭防犯対策等ࡘ࡟い࡚ࠊ次ࡾࡼ࡟措置ࠋࡿࡍ 

ア 出入口ࡢドアࠊ窓ࡢ施錠点検 

イ 給湯࣎イラ࣮ࡢ運転管理㸦法定点検ࡣ別途定ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ㸧 

ウ 火災防止ࠊ安全࣭防犯対策及ࡧ部外者ࡢ侵入排除 

エ 事故発生時࠾࡟けࡿ所要ࡢ措置及ࡧ関係者へࡢ通報࣭連絡 

࢜ 来寮者ࠊ電話ࡢ応対及ࡧ必要࡟応࡚ࡌ関係者へࡢ通報࣭連絡 

࢝ 寮生へࡢ郵便物ࠊ物品等ࡢ受け渡ࡋ 

キ 寮生࡟対ࡿࡍ日常生活面࡛ࡢ指ᑟ及ࡧ助言 

㸦㸰㸧寮内巡回 

寮管理ࡢ徹底を期ࡍたࠊࡵ概ࠊࡡ次ࡾࡼ࡟寮内を巡回ࠋࡿࡍ 

ア  8 時 」0 分9 ࡽ࠿ 時 」0 分ࡢ࡛ࡲ間 

イ 15 時 00 分ࡽ࠿ 16時 00 分ࡢ࡛ࡲ間 

ウ 「1 時 」0 分ࡽ࠿ 「「時 」0 分ࡢ࡛ࡲ間 

㸦㸱㸧郵便物ࠊ物品等受け渡ࡋ 

寮生へࡢ郵便物ࠊ物品等ࡢ受け渡ࠊࡣࡋ次ࡾࡼ࡟行うࠋ 

ア 郵便物ࠊ物品等を受け付けたࠊࡣࡁ࡜軽易ࡣࡢࡶ࡞各寮生ࡢ連絡࣎ックスࠊ࡟書留࣭ᑠ包等

 ࠋࡍ直接手渡࡟寮生ࡣࡢࡶ࡞重要ࡢ

イ 寮生ࡀ不在時࡟電報等緊急を要ࡢࡶࡿࡍを受け付けたࠊࡣࡁ࡜大学事務局࡟連絡ࠊࡋそࡢ指

示を受けࠋࡿ 

㸦㸲㸧施設ࡢ環境整備ࠊ清掃業務 

ア 廊下ࠊ集会室࣭食堂ࠊ玄関㸦風除室࣮࣏ࠊチを含ࠋࡴ㸧及ࡧ受託者ࡀ占᭷࡚ࡋ使用ࡿࡍ室等ࡢ

清掃 

イ 敷地内ࡢ環境整備ࠊ清掃及ࡧ除雪㸦寮生ࡢ歩行通路࡟限ࠋࡿ㸧 

㸦㸳㸧業務日 

毎年度 4᭶ 1 日～」᭶ 」1 日ࡢ各日㸦清掃業務ࡣ土࣭日࣭祝日及ࡧ別途指定ࡿࡍ日を除くࠋ㸧 

㸦㸴㸧そࡢ௚ 

施設管理等業務ࡢ実施࡟あたࠊࡣ࡚ࡗ岩手県立大学盛岡短期大学部学寮規程及ࡧ岩手県立大学

盛岡短期大学部ࡳ࠿ࡵࡦ寮消防計画࡟配意ࠋࡿࡍ 



岩手県立大学盛岡短期大学部ࡳ࠿ࡵࡦ寮消防計画 

 

㸦目的㸧 

第㸯条 ࡢࡇ消防計画ࠊࡣ岩手県立大学盛岡短期大学部ࡳ࠿ࡵࡦ寮㸦௨ୗࡳ࠿ࡵࡦࠕ寮ࠖ࡜いうࠋ㸧

火災ࠕ災害㸦௨ୗࡢ他ࡢそࡧ地震及ࠊ火災ࠊࡵ定ࢆ事項࡞い࡚必要ࡘ࡟防火管理業務ࡿࡅ࠾࡟

等ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢ予防及ࡧ人命ࡢ安全並࡟ࡧ被害ࡢ軽減ࢆᅗࢆ࡜ࡇࡿ目的ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦防火管理者ࡢ責務㸧 

第㸰条 防火管理者ࠊࡣ防火管理ୖ必要࡞業務ࢆ行うࠊࡣࡁ࡜必要࡟応࡚ࡌ管理権原者ࡢ指示ࢆ求ࡵ

࡚ୗ記業務ࢆ誠実࡟遂行ࠋࡿࡍ 

㸦㸯㸧消防計画ࡢ作成及ࡧ変更ࡢ検討 

㸦㸰㸧消火ࠊ通報ࠊ避難訓練ࡢ計画実施 

㸦㸱㸧建築物ࠊ消防用設備等ࠊ火気使用施設及ࡧ器具等ࡢ点検整備 

㸦㸲㸧火気使用又ྲྀࡣ扱い࡟関ࡿࡍ指導監督 

㸦㸳㸧建築物ࡢ増改築ࠊ模様替等ࡢ工事中ࡿࡅ࠾࡟立会い及ࡧ火気使用ྲྀ扱い࡟関ࡿࡍ監督 

㸦㸴㸧そࡢ他防火管理ୖ必要࡞業務 

㸦災害等予防㸧 

第㸱条 防火管理者ࠊࡣ火元責任者等࡟対ࠊ࡚ࡋ次ࡢ事項ࡘ࡟い࡚定期的࡟点検及ࡧ検査ࢆ行わせࠊ

常࡟火災害予防ࡘ࡟い࡚最善ࡢ注意ࢆ払わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

㸦㸯㸧火気使用箇所及ࡧ器具並࡟ࡧ構造ࡢ良否࡟関ࡿࡍ事項 

㸦㸰㸧電気設備器具及ࡧ電線配線ࡢ良否࡟関ࡿࡍ事項 

㸦㸱㸧消防用設備等ࡢ維持管理࡟関ࡿࡍ事項 

㸦㸲㸧収容人員ࡢ適ṇ管理及ࡧ避難通路等避難施設ࡢ確保 

㸦㸳㸧建物ෆ外ࡢ整理整頓及ࡧ不必要可燃物ࡢ除去 

㸦㸴㸧そࡢ他火災害予防࡟必要࡜認ࡿࢀࡽࡵ事項 

㸦点検ࠊ検査ࡢ基準㸧 

第㸲条 前条࡛定ࡿࡵ火災害予防ࡢ徹底ࢆ期ࡿࡍたࡢࡵ自主検査ࡣ別紙ࡾࡼ࡟実施ࠋࡿࡍ 

㸦火災害時ࡢ通報連絡及ࡧ消防隊࡟対ࡿࡍ情報提供ࠊ消防隊誘導㸧 

第㸳条 ࡳ࠿ࡵࡦ寮ࡽ࠿火災害ࡀ発生ࠊࡋそࢆࢀ発見ࡋた場合ࠊࡣ直ち࡟消防署㸦㸯㸯㸷番㸧࡟通報

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ連絡࡟防火管理者࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

㸰 防火管理者ࠊࡣ通報ࡅཷࢆた場合ࠊ直ち࡟全館࡟情報伝達ࠊࡋ出入ࡿࡍࡾ者㸦不特定多数ࡢ利用

者㸧ࡢ安全ࢆᅗ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽいࠋ 

㸱 防火管理者ࠊࡣ被害ࡢ軽減ࡢたࠊࡵ消防隊࡟対ࡋ建物ࡢ構造そࡢ他必要࡞情報ࡢ提供及ࡧ誘導ࢆ

行うࠋ 

㸦避難ࠊ誘導㸧 

第㸴条 防火管理者ࠊࡣ火災害ࡀ発生ࡋた場合ࠊ出入ࡿࡍࡾ者ࠊ特࡟建物ෆ࡟不案ෆ࡞者ࢆ安全࡟避

難誘導ࡿࡍたࡵ前࡚ࡗࡶ誘導員ࢆ定ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ 

㸦初期消火㸧 

第㸵条 火災害発生時ࠊ消火器等ࡾࡼ࡟初期消火࡟あたࡾ被害ࡢ軽減ࢆᅗࠋࡿ 



㸦自衛消防隊㸧 

第㸶条 第㸳条ࡽ࠿第㸵条࡛定ࡵた消防活動ࢆ෇滑࡟行うたࠊࡵ自衛消防隊ࢆ設置ࠊࡋ組織及ࡧ分担

 ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ別紙ࡣ

㸦震災対策㸧 

第㸷条 地震時ࡢ災害防Ṇࡢたࡵ第㸱条࡟掲ࡿࡆᖹ常ࡢ予防点検ࠊࡾࡼ࡜ࡶࡣ工作物等ࡢ落ୗ転倒防

Ṇあࡿいࡣ火気使用場所ࡢ可燃物ࡢ除去及ࡧ火気使用器具ࡢ転倒防Ṇ等ࢆᅗࠋࡿ 

㸰 地震ࡀ発生ࡋた場合ࠊࡣ火気ࡢ使用停Ṇ等ࡢ措置ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍࢆ火災害ࡢ発生ࠊ人命損傷ࡢ᭷

無及ࡧ建築物等ࡢ異常ࡢ᭷無ࢆ確認ࠋࡿࡍ 

㸱 火災害ࡀ発生ࡋた場合ࠊ自衛消防隊長ࡣ直ち࡟自衛消防隊員࡟対ࡋ必要࡞指示・命௧ࠊ࡚ࡋࢆ被

害ࡢ軽減ࢆᅗࠋࡿ 

㸲 避難場所ࠊࡣ駐車場ࠋࡿࡍ࡜ 

㸳 地震発生後ࠊࡣ建物及ࡧ火気使用設備器具等ࡢ点検ࠊ検査ࢆ行いࠊ安全ࢆ確認後使用ࠋࡿࡍ 

㸦閉館時ࡢ警戒㸧 

第㸯㸮条 休日及ࡧ夜間ࡘ࡟い࡚ࡢ防火管理体制ࠊࡣ防火管理者ࡲたࠊࡣ最終退出者ࡀ建物ෆ及ࡧ火

気ྲྀ扱箇所ࢆ点検ࡋ万全ࢆ期ࠋࡍ 

㸦防火教育㸧 

第㸯㸯条  防火管理者ࡣ使用者࡟対ࠊ࡚ࡋ別࡟定ࡿࡵ計画ࡾࡼ࡟防火管理࡟必要࡞教育ࢆ実施ࠋࡿࡍ 

㸰 使用者ࡣ進࡛ࢇ防火管理࡟関ࡿࡍ教育ࠊࡅཷࢆ防火࡟万全ࢆ期ࡼࡿࡍう努࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵいࠋ 

㸦消防訓練㸧 

第㸯㸰条  防火管理者ࠊࡣ次ࡢ訓練ࢆ計画的࡟実施ࠋࡿࡍ 

㸦㸯㸧消火ࠊ通報ࠊ避難ࠊ搬出等部分訓練  ᖺ㸰回௨  ୖ

㸦㸰㸧総合訓練              ᖺ㸰回௨  ୖ

㸦消防機関ࡢ࡜連絡㸧 

第㸯㸱条 管理権原者及ࡧ防火管理者ࡣ常࡟消防機関࡜連絡ࢆ密ࡾࡼࠊࡋ࡟防火管理ࡢ適ṇࢆ期ࡿࡍ

 ࠋࡿࡵう努ࡼ

連絡事項 

㸦㸯㸧防火管理者ࡢ選解任ࡢ届出 

㸦㸰㸧消防計画ࡢ届出㸦改ṇࡢ際ࡣそࡢ都度㸧 

㸦㸱㸧消防用設備等ࡢ点検結果ࡢ報告 

㸦㸲㸧消防訓練㸦消火ࠊ避難訓練等㸧ࡢ事前連絡 

㸦㸳㸧査察ࠊ教育訓練指導ࡢ要請 

㸦㸴㸧そࡢ他防火管理ࡘ࡟い࡚ࡢ必要事項 

㸦適用範ᅖ㸧 

第㸯㸲条 ࡢࡇ計画ࡳ࠿ࡵࡦࠊࡣ寮࡟出入ࡿࡍࡾ全࡚ࡢ者࡟適用ࠋࡿࡍ 

 

  附 則 

 ࠋࡿࡍ施行ࡽ࠿ᖹ成㸰㸮ᖺ㸲᭶㸯日ࠊࡣ計画ࡢࡇ

  附 則 

 ࠋࡿࡍ施行ࡽ࠿ᖹ成㸰㸮ᖺ㸷᭶㸲日ࠊࡣ計画ࡢࡇ



  岩手県立大学盛岡短期大学部ࡦめかみ寮消防計画 

責任者及ࡧ点検検査員一覧表 

 

㸯 防火担当責任者 

区分 正 副 

㸯階 寮 生 寮 生 

㸰階 寮 生 寮 生 

㸱階 寮 生 寮 生 

 

㸰 火気取締責任者 

区分 場     ᡤ 正 副 

㸯階 

食堂、湯沸室 寮生 寮生 

乾燥室、脱衣室、浴室、備品庫、洗面洗濯室 寮生 寮生 

厨ᡣ、休憩室、食品庫、倉庫、執務室 寮管理人 

居室 居 住 者 

㸰階 

和室 寮生 寮生 

娯楽室、作業室 寮生 寮生 

湯沸室、洗面洗濯室、備品庫 寮生 寮生 

居室 居 住 者 

㸱階 

湯沸室、洗面洗濯室、備品庫 寮生 寮生 

居室 居 住 者 

 

㸱 検査員等 

検査員名等 正 副 

火気使用器具点検検査員 ボイラー技士 寮管理人 

施設点検検査員 ボイラー技士 寮管理人 

消火設備点検検査員 ボイラー技士 寮管理人 

避難設備点検検査員 ボイラー技士 寮管理人 

夜 間 警 備 員 寮管理人 － 

 



  岩手県立大学盛岡短期大学部ࡦめかみ寮消防計画 

 

 

消防設備等点検ࡢ実施内容 

 

㸯 消防法施行規則第㸱㸯条６ࡢによる消防設備ࡢ点検内容等 

 

消防用設備等ࡢ種類等 点検ࡢ内容 点検ࡢ回数 

消火器、誘導標識 機器点検 ６カ月に㸯回以上 

自動火災報知設備、避難器具 

機器点検 ６カ月に㸯回以上 

総合点検 㸯年に㸯回以上 

配        線 総合点検 㸯年に㸯回以上 

 

 ※点検ࡣ、外部業者に委託 

 

 

㸰 自主点検ࡢ点検内容等 

 

区 分 点 検 ࡢ 内 容 点検ࡢ回数 担 当 者 

火気使用施設 火気使用箇所、器具ࡢ管理状況等 随  時 ボイラー技士 

電気関係 配線引込、外観事項、絶縁抵抗試験 ６カ月に㸯回以上 総合点検時に実施 

建物及ࡧ周囲 全般ࡢ事項、避難通路ࡢ確保 随  時 ボイラー技士 

危険物施設 全般ࡢ事項 随  時 ボイラー技士 

消防用施設 全般ࡢ事項 随  時 ボイラー技士 

 



岩手県立大学盛岡短期大学部䜂め䛛䜏寮消防計画

○通報連絡班䠄班長䠍名䚸班員䠎名䠅

○初期消火班䠄班長䠍名䚸班員５名䠅

○避難誘導・点検班䠄班長䠍名䚸班員５名䠅

䚷◆避難誘導係

䚷◆点検係

任務：

○救護班䠄班長䠍名䚸班員䠎名䠅

任務：

任務：隊長を補助䛧䚸必要
に応䛨䛶各班を掌理䛩る䚹

負傷者の救護及䜃応急処置

防䚷火䚷管䚷理䚷者
䠄事務局䠅

寮䚷管䚷理䚷人
䠄受託者䠅

任務：

任務：

任務：

消防署員䛜到着䛩る䜎䛷の間に䛚ける消
火器等を用いた初期消火活動

非常口の開放䚸避難器具の組立設営䚸避
難時の誘導

岩手県立大学盛岡短期大学部䜂め䛛䜏寮自衛消防隊の組織図及䜃任務分担表

消防署及䜃防火管理者への通報䚸寮生
等への周知䚸自衛消防隊各班への情報
提供

自衛消防隊長
䠄䚷寮䚷長䚷䠅

自衛消防隊副隊長
䠄䚷副䚷寮䚷長䚷䠅

寮内の点検䚸不明者の探索

任務：自衛消防隊を掌理
䛧䚸統括䛩る



 

温水ボイラー点検清掃業ົ内容説明書 

 

温水ボイラー点検清掃業ົࠊࡣ業ົ௙様書࡟定ࡢࡢࡶࡿࡵほࡢࡇࠊ࠿業ົ内容説明書࡟定ࡇ࡜ࡿࡵ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ実施ࡾࡼ࡟ࢁ

 

㸯 業ົ従事者 

受託者ࠊࡣ業ົ従事者࡚ࡋ࡜ボイラー点検清掃業ົ࡟精通ࡋたボイラー整備士及び清掃員を配置

ࡿࡍを提出ࡋ写ࡢ書類ࡿࡍ必要資格を証明ࡢ業ົ従事者ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡏࡽあた࡟業ົࠊࡋ

 ࠋ࡜ࡇ

 

㸰 対象設備 

温水ボイラー 1 基㸦昭和鋼板製 㹑ＫＭ㹒－Ｅ2003Ａ 伝熱面積 3.7 ㎡㸧 

 

㸱 実施回数 

年 1 回㸦3 月㸧実施ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍボイラー及び圧力容器安全規則㸦昭和 47 年 9 月 30 日労働省

令第 33 号㸧第 38 条ࡢ規定ࡿࡼ࡟性能検査ࡢ日程等を຺案ࡢうえࠊ詳細ࡘ࡟い࡚ࡣ事前࡟総括責任

者࡜日程調整を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

㸲 業ົ内容 

次ࡾࡼ࡟点検及び清掃等を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸦㸯㸧燃焼室内煤煙除去及び点検㸦煙道を含ࡴ㸧 

㸦㸰㸧貯湯室内部清掃点検 

㸦㸱㸧バーナー清掃点検及び燃焼調整 

㸦㸲㸧安全弁点検調整 

㸦㸳㸧自動制御機器点検 

㸦㸴㸧性能検査受検ࡢ申ࡋ込ࡳ及び検査手数料ࡢ支払い 

㸦㸵㸧性能検査ࡿࡅ࠾࡟ボイラー整備士ࡢ立ち会い 

㸦㸶㸧性能検査終了後ࡢボイラー復旧作業 

 

㸳 作業ୖࡢ留意事項 

㸦㸯㸧ボイラー室内ࡢ配管ୖ部࡟堆積ࠊ付着࡚ࡋいࡿ埃煤ࡣ除去ࠋࡿࡍ 

㸦㸰㸧清掃ࠊ磨ࡁあࡆ後ࠊ必要࡟応࡚ࡌ塗装等ࡾࡼ࡟修復ࠋࡿࡍ 

㸦㸱㸧ボイラー内外部ࡢ清掃࡟あたࠊࡣ࡚ࡗ水ࡢ使用ࡣ厳禁ࠋࡿࡍ 

㸦㸲㸧清掃ࡾࡼ࡟生ࡌた埃煤等ࠊࡣ受託者ࡾࡼ࡟処理ࠋࡿࡍ 

 

㸴 業ົ完了報告 

点検及び清掃等を完了ࡋた場合ࠊࡣ点検整備ࡢ状況を示ࡍ書類及び写真等㸦様式任意㸧を委託者

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ提出࡟

 

㸵 そࡢ௚ 

࡟低ୗを未然ࡢ機能ࡣくࡋ故障若ࡢボイラーࠊࡶ࡚ࡗい事項࡛あ࡞ࢀ示さ࡟業ົ内容説明書ࡢࡇ

防止ࡿࡍたࡢࡵ維持管理ୖ必要࡜認ࡿࢀࡽࡵ修理及び部品ࡢ交換等ࡀ発生ࡋた場合ࠊࡣ委託者࡟報

告ࡢうえ必要࡞措置を講ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡎ 



















地ୗタンク点検清掃業務内容説明書 

 

地ୗタンク点検清掃業務ࠊࡣ業務௙様書࡟定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ࠿消防法㸦昭和 「」 年法ᚊ第 186 号ࠊ௨

ୗࠕ法ࠖ࡜いうࠋ㸧及び関係法௧ࡢ規定並び࡟こࡢ業務内容説明書࡟定࡜ࡿࡵこࡾࡼ࡟ࢁ実施すࡢࡶࡿ

 ࠋࡿす࡜

 

㸯 業務従஦者 

次ࡾࡼ࡟業務従஦者を配置す࡜ࡢࡶࡿすࠋࡿ 

㸦㸯㸧重油タンクࡢ清掃点検作業ࡢ監督を行う者ࠊࡣ甲種又ࡣ乙種㸦第四類㸧危険物ྲྀ扱者࡛あࡿこ

 ࠋ࡜

㸦㸰㸧清掃及び点検作業࡟従஦すࡿ者6ࠊࡣ こࡿ者࡛あࡿ実務経験を᭷すࡢ危険物ྲྀ扱いࠊ᭶௨ୖ࠿

 ࠋ࡜

 

㸰 対象設備 

重油タンク 

࣭ 地ୗタンク㸦軟鋼板製㸧  㸯基  容量 1,850 㺶ｯﾄ㺷 

࣭ サ࣮ビࢫタンク㸦軟鋼板製㸧㸯基  容量  104 㺶ｯﾄ㺷 

 

㸱 実施回数 

年 1 回 

 

㸲 業務内容 

次ࡾࡼ࡟清掃及び保安点検を行う࡜ࡢࡶすࠋࡿ 

㸦㸯㸧重油タンク清掃 

ア 重油タンク及びサ࣮ビࢫタンク内ࡢ油泥ࢫࠊラッࢪ等࣮ࣗ࢟ࣂࡣムポン࡛ࣉ汲ࠊࡾྲྀࡳタン

ク壁面及び底部ࡢ汚水等ࡣ洗剤࡛洗浄ࡢうえࠊ全面࡟わ࡚ࡗࡓウエ࡛ࢫ拭ࡾྲྀࡁ清掃すࠋࡿ 

イ 重油タンク及びサ࣮ビࢫタンク及び࢜イル࣮ࢼ࣮ࣂ間ࣃࡢイࣉライン㸦給油及び返油管㸧ࡢ

残油を抜ࡾྲྀࡁ清掃すࠋࡿ 

ウ 清掃作業࡟必要࡞場合ࠊࡣ配管ࣇࡢ࡝࡞ランࢪ継手を一時的ࡾྲྀ࡟外し࡚行うこࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜

ࡾྲྀ࡜新品ࡣッ࢟ン類ࣃࠊࡓࡲࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀけ࡞修復し࡟原形࡟ࡕ直ࡣ作業終了ᚋࠊしࡔࡓ

替えࠊ空気及び油漏ࢀ等ࡀあ࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡗいࠋ 

エ 使用可能࡞油ࡀタンク内࡟あࢻࠊࡣࡁ࡜ࡿラム缶ཷ࡟࡝࡞け入ࠊࢀタンク清掃終了ᚋࠊタン

ク内࡟戻し入ࢀすࠋࡿ 

࢜ タンク内部࡟入ࢫ࢞ࠊࡣࡁ࡜ࡿ中毒予防࡟充分注意しࠊ照明ࢻ࣮࢞ࡣ付ࡢࡁ電灯࢟ࣕࣈタイ

ࣖケ࣮ࣈル等を使用すࠋࡿ 

࢝ 廃油ࡢ処理ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ஧次公害ࡢ発生源࡞ࡽ࡞࡜いࡼう責任を࡚ࡗࡶ処分すࡿこࠋ࡜ 

࢟ タンクࡢ周囲を油࡛汚しࡓ場合ࠊࡣウエࢫ等࡛清掃すࠋࡿ 

㸦㸰㸧地ୗタンク等保安点検 

ア 保安点検ࠊࡣ法ࠊ危険物ࡢ規制࡟関すࡿ政௧及び危険物ࡢ規制࡟関すࡿ規則࡟基࡙ࠕࠊࡁ地ୗ

タンク貯蔵所点検表㸦௨ୗࠕ点検表ࠖ࡜いうࠋ㸧ࠖ㸦様式第 4 号㸧࡟定ࡢࡵあࡿ項目ࡘ࡟い࡚実施

す࡜ࡢࡶࡿすࡔࡓࠋࡿしࠊ該当し࡞い項目ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ点検を要し࡞いࠋ 



㸦ア㸧漏洩試験 

㹟 タンク本体ࠊ漏洩検知管及び配管㸦埋設管㸧等ࡘ࡟い࡚ࠊ次ࡾࡼ࡟不燃性窒素࢞ࡼ࡟ࢫ

 ࠋ漏洩試験を行うࡿ

※ 本体：充填圧力 0.「 ㎏／㎝㸱㸦0.0「２５a㸧࡛ 60 分間ࡢ加圧 

※ 配管：充填圧力 1.0 ㎏／㎝㸱㸦0.10２５a㸧࡛ 」0 分間ࡢ加圧 

㹠 漏洩ࡢ᭷無を確認しࡓᚋࠊ密閉部を開口し࡚送風機ࡾࡼ࡟࡝࡞点検を行うࠋ 

㸦イ㸧目視及び作動確認 

漏洩試験௨外ࡢ項目ࡢ実施ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ別添点検表࡟グ載さ࡚ࢀいࡿ方法ࡾࡼ࡟点検を行

うࠋ 

イ 重油タンク保安点検ࠊࡣタンク内ࡢ清掃終了ᚋࠊ直࡟ࡕ行うࠋ 

ウ 点検を行う際ࠊࡣ選任さ࡚ࢀいࡿ危険物ྲྀ扱者ࡀ該当すࡿ項目全࡚࡟わࡾࡓ立ࡕ会う࡜ࡢࡶ

すࠋࡿ 

 

㸳 業務完了報告 

㸦㸯㸧清掃及び保安点検ࡀ完了しࡓ場合ࠕࠊࡣ作業完了報告書㸦任意様式㸧ࠖࠕࠊ製造所等定期点検グ録

表㸦様式第 4 号㸧ࠖ 及びࠕ地ୗタンク貯蔵所点検表㸦様式第 5 号㸧ࠖ を委ク者࡟提出す࡜ࡢࡶࡿす

 ࠋࡿ

㸦㸰㸧地ୗタンク貯蔵所点検表ࠊࡣ࡟作業ࡢ状況写真を添付す࡜ࡢࡶࡿすࠊࡓࡲࠋࡿ保安点検ࡢ結果ࠊ

油漏ࢀ箇所ࠊ破損箇所ࡀあࠊࡣࡁ࡜ࡿそࡢ状況を示す写真ࡶ添付す࡜ࡢࡶࡿすࠋࡿ 

 

㸴 そࡢ௚ 

作業中࡟地ୗタンク等及び付属機器類࡟異常を認ࡓࡵ場合ࠊࡣ直࡟ࡕ作業を中止しࠊ委ク者࡟報

告ࡢうえ指示をཷけ࡜ࡢࡶࡿすࠋࡿ 



䠄様式第4号䠅

事業所名

所在地

製造所等䛾区分

設置許可年月日・
番号

完成検査年月日

施設名又䛿呼称
番号

危険物䛾類別䚸品
名䠄品目)､最大貯
蔵量又䛿最大取
扱量䚸倍数

所 属

氏 名 ㊞

免状䛾区分 免状番号

所 属

氏 名 ㊞

会 社 名

所 属

氏 名 ㊞

所 属

氏 名 ㊞

免状䛾区分 免状番号

点検年月日 保存期限

製造所等定期点検記録表䠄積載式移動タンク貯蔵所を除く䚹䠅

年䚷䚷䚷月䚷䚷䚷日䚷䚷䚷䚷第䚷䚷䚷䚷䚷号

危険物取扱者

危険物施設保安員

上記以外䛾者

立会危険物取扱者

年䚷䚷䚷 月䚷䚷䚷 日

年䚷䚷䚷䚷月䚷䚷䚷䚷日

点検対象

点検実施者

年䚷䚷䚷 月䚷䚷䚷 日



䠄様式第㻡号䠅䚷䚷 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷地ୗタンク貯蔵所点検表

点検内容 点検方法
点検
結果

措置ᖺ᭶日及び
措置内容

ୖ部スラ䝤 亀裂䚸崩没䚸不等ỿୗ䛾᭷無 目視

タンク本体 漏洩䛾᭷無 䠆注䠍

固定状況䛾適否 目視

腐食䚸損傷䛾᭷無 目視

引火防止網䛾脱落䚸目䛵䜎䜚 目視

腐食䚸損傷䛾᭷無 目視

作動状況 取外し等によ䜛機能

可燃性蒸気回収弁 損傷䛾᭷無 目視

損傷䛾᭷無 目視

作動状況及び指示䛾適否 目視

損傷䛾᭷無 目視

取付部䛾ゆ䜛䜏等䛾᭷無 目視

指示状況 目視

蓋䛾閉鎖状況 目視

変形䚸損傷䛾᭷無 目視

漏えい検査管 変形䚸損傷䚸土砂等䛾堆積䛾᭷無 䠆注䠎

損傷䛾᭷無 目視

警報装置䛾機能䛾適否 作動確認

変形䚸損傷䛾᭷無 目視

接地電極損傷䛾᭷無 目視

接地抵抗値䛾適否 接地抵抗計によ䜛測定

注入口ピット
亀裂䚸損傷䚸滞油䚸滞水䚸土砂等
䛾堆積䛾᭷無

目視

漏えい䛾᭷無 䠆注䠍

変形䚸損傷䛾᭷無 目視

塗装状況及び腐食䛾᭷無 目視

固定䛾適否 目視

点検䝪ックス
亀裂䚸損傷䚸滞油䚸滞水䚸土砂等
䛾堆積䛾᭷無

目視

漏えい䚸損傷等䛾᭷無 目視

開閉機能䛾適否 目視

端子箱䛾損傷䚸土砂等䛾堆積䚸端
子䛾ゆ䜛䜏等䛾᭷無

目視

防食電位䠄電流䠅䛾適否 電位計によ䜛測定

安全装置

液量自動表示装置

圧力計

計量口

漏えい検知装置
䠄஧重殻タンク䠅

注入口

配管

䝞ル䝤

電気防食設備

点検項目

通
気
管
等

計
測
装
置

配
管
䞉
䝞
ル
䝤
等

通気管



点検内容 点検方法
点検
結果

措置ᖺ᭶日及び
措置内容

点検項目

漏えい䛾᭷無 目視

変形䚸損傷䛾᭷無 目視

異音䚸異常振動䚸異常発熱䛾᭷無 目視

塗装状況及び腐食䛾᭷無 目視

固定䝪ルト䛾腐食及びゆ䜛䜏等䛾
᭷無

目視又䛿䝝ン䝬䞊テスト等に
よ䜛䚹

断線䛾᭷無 目視

取付部䛾ゆ䜛䜏等䛾᭷無 目視

接地抵抗値䛾適否 接地抵抗計によ䜛測定

亀裂䚸損傷等䛾᭷無 目視

滞油䚸滞水䚸土砂等䛾堆積䛾᭷無 目視

屋根䚸壁䚸床䚸防火戸等䛾亀裂䚸
損傷等䛾᭷無

目視

換気䞉排出設備等䛾損傷䛾᭷無
及び機能䛾適否

目視及び作動確認

照明設備䛾損傷䛾᭷無 目視

配線及び機器䛾損傷䛾᭷無 目視

機能䛾適否 作動確認

標識䚸掲示板
取付状況䚸記載஦項䛾適否及び
損傷䚸汚損䛾᭷無

目視

消火器 位置䚸設置数䚸外観的機能䛾適否 目視

損傷䛾᭷無 目視

機能䛾適否 作動確認

そ䛾他

注䠎 検査棒等によ䜚確認す䜛とと䜒に䚸併せ䛶漏えい危険物䛾᭷無に䛴い䛶䜒確認す䜛こと䚹

警報設備

䝫
ン
䝥
設
備

注䠍 地ୗタンク䛾本体及び地ୗ埋設配管䛾漏えい䛾᭷無に䛴い䛶䛿䚸䛂地ୗ貯蔵タンク等及び移動タンク貯蔵所䛾漏䜜
䛾点検に係䜛運用ୖ䛾指針に䛴い䛶䠄ᖹ成1㻢ᖺ䠏᭶18日消防危第33号䠅䛃によ䜚点検す䜛こと䚹

䝫ン䝥

䝫ン䝥ア䞊ス

囲い䚸床䚸た䜑䜎す䚸油
分離装置

建家及び附属設備

電気設備



貯水槽点検清掃業務内容説明書 

 

貯水槽点検清掃業務ࠊࡣ業務仕様書に定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ࠿水道法㸦昭和 」「 ᖺ法ᚊ第 177 号ࠊ௨ୗࠕ法ࠖ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ実施ࡾࡼにࢁࡇ࡜ࡿࡵ業務内容説明書に定ࡢࡇ㸧及び関係法௧並びにࠋいう࡜

 

㸯 業務従事者 

ཷ託者ࠊࡣ次にࡾࡼ業務従事者を配置ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸦㸯㸧飲料水ࡢ貯水槽ࡢ清掃点検作業ࡢ監督を行う者ࠊࡣ次ࡢい࠿ࢀࡎに該当ࡿࡍ者ࠋࡿࡍ࡜ 

課程を修了したࡢ講習ࡿࡍ清掃に関ࡢ貯水槽ࡢ飲料水ࠊࡾࡼにࢁࡇ࡜ࡿࡵ定ࡢ厚生労働大臣 ࢔

者 

イ ࢔に掲ࡿࡆ者࡜同等௨ୖࡢ知識及び技能を᭷࡜ࡿࡍ認ࡿࢀࡽࡵ者 

㸦㸰㸧飲料水ࡢ貯水槽清掃点検作業に従事ࡿࡍ者ࠊࡣ厚生労働大臣ࡢ定ࡿࡵ研修を修了した者࡛あࠊࡾ

作業開始前 」 ࢝᭶௨内に健康診断㸦検便㸧をཷࠊࡅ適格࡛あࡿ者ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸰 対象設備 

貯水槽 

࣭ ཷ水槽㸦ＦＲＰ製㸧   㸯基 容量 16.0ｍ㸱 

࣭ 高置水槽㸦ＦＲＰ製㸧  㸯基 容量  6.0ｍ㸱 

 

㸱 実施回数 

ᖺ 1 回 

 

㸲 業務内容 

㸦㸯㸧次にࡾࡼ清掃及び点検を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 ࠋ㡰に行うࡢ高置水槽ࠊ水槽ཷࠊࡣ作業 ࢔

イ 作業ࠊࡣ次ࡢ方法にࡾࡼ行うࠋ 

㸦࢔㸧ཷ水槽ࠊ高置水槽ࡢ周辺ࡢ清掃を行うࠋ 

㸦イ㸧ＦＭ࣮ࣝ࣎ࠊࣈࣝࣂタッࣉ又ࡣᥭ水࣏ンࣉを停止ࠋࡿࡍ 

㸦࢘㸧排水࣏ンࣉにࡾࡼ排水ࠊ同時に࣏࣮タ࢓ࣇࣝࣈンにࡾࡼ槽内᥮気を実施ࠋࡿࡍ 

㸦࢚㸧排水完了࡜同時に第 1 回高圧洗浄及び洗浄汚水ࡢ排水を行うࠋ 

㸦࢜㸧第 1 回洗浄ࡶ࡜࡜に槽内付属機器ࡢ点検を行うࠋ 

㸦࢝㸧第 「 回高圧洗浄及び残水排水を行うࠋ 

㸦キ㸧100ppm 次亜塩素酸࢘ࣜࢺࢼム溶液にࡿࡼ第 1 回噴霧消毒を行うࠋ 

㸦ࢡ㸧15 分ᚋࠊ第 「 回消毒を行うࠋ 

㸦ࢣ㸧࢙࢘ッࣂࢺキュ࣮ムを用い࡚完全排水ᚋ0「ࠊ 分間放置しࠊ水張ࡾを開始ࠋࡿࡍ 

㸦コ㸧ཷ水槽及び高置水槽ࠊࡣＦＲＰタン࡛ࢡあࠊ࡛ࡢࡿ第 1 回洗浄ࡣ高圧洗浄機にࢫࠊࡎࡽࡼ

ࣛッࣆンࣃࢢッࢻを用いࠊ第 「 回洗浄ࡣ広角ノࣝࢬ使用又ࡣ圧力を 「5 ㎏／㎡程度にୗ࡚ࡆ行

うࠋ 

㸦サ㸧機器類ࡢ復旧調整を行うࠋ 

㸦シ㸧異物混入ࡢ防止措置等ࡢ点検ࠊ給水系統࢔࢚ࡢ抜ࠊࡁ赤水抜ࡁを行いࠊ残留塩素濃度ࡢ測

定を行うࠋ 

࢘ 作業終了ᚋࠊ貯水槽内ࡢ水を採ྲྀしࠊᖹ成 15 ᖺ厚生労働省告示第 「61 号ࡢ方法にࡾࡼ飲料水

水質検査を行うࠋ 

㸦㸰㸧法第 」4 条ࡢ 「 第 「 㡯ࡢ規定に基࡙く簡易専用水道ࡢ管理に係ࡿ検査を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 



㸳 業務完了報告 

清掃及び点検並びに検査ࡀ完了した場合ࠕࠊࡣ貯水槽清掃点検報告書㸦任意様式㸧ࠖ 及びࠕ飲料水

水質検査結果書㸦任意様式㸧ࠖ 並びにࠕ簡易専用水道検査結果書㸦任意様式㸧ࠖ を委託者に提出ࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ



消防用設備点検業務内容説明書 

 

消防用設備点検業務ࠊࡣ業務௙様書࡟定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ࠿消防法㸦昭和 「」 年法ᚊ第 186 号ࠊ௨下ࠕ法ࠖ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ実施ࡾࡼ࡟ࢁこ࡜ࡿࡵ定࡟業務内容説明書ࡢこ࡟ࡧ規定並ࡢ関係法௧ࡧ㸧及ࠋいう࡜

 

㸯 業務従事者 

受ク者ࠊࡣ業務従事者࡚ࡋ࡜消防設備点検資格者を配置ࠊࡋ業務࡟あࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡏࡽࡓ 

 

㸰 対象設備 

別グࠕ岩手県立大学盛岡短期大学࠿ࡵࡦみ寮消防用設備一覧表ࠖࠋࡾ࠾࡜ࡢ 

 

㸱 実施回数 

年 「 回実施ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍヲ細ࡘ࡟い࡚ࡣ事前࡟監督員࡜日程調整を行うࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶ突

発的࡞トラブル発生࡟対ࠊࡣ࡚ࡋ委ク者ࡢࡽ࠿指示ࠊࡾࡼ࡟随時対応ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸦㸯㸧外観ࠊ機能及ࡧ総合点検 

9 月 

㸦㸰㸧外観ࠊ機能点検 

」 月 

 

㸲 業務内容 

㸦㸯㸧一般事項 

ア ࠕ消防法 同法施行௧ࠕࠊࠖ 同法施行規則ࠕࠊࠖ 及ࠖࡧこ࡟ࢀ基࡙く告示等࡟定࡜ࡿࡵこࠋࡿࡼ࡟ࢁ 

イ 点検を行う࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ委ク者࡜十分協議࡚ࡋ事故ࡢ防Ṇを図ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ当ヱ点検࡟係

 ࠋࡿࡍ状態等を十分把握ࠊ概要ࡢ設備ࡿ

ウ 点検終了ᚋࠊࡣ電源電圧ࡢ確認ࠊスイッチ類ࡢ位置ࠊ収納状態等を再度確認ࡿࡍこࠊࡾࡼ࡟࡜

必ࡎ元ࡢ状態࡟復元࠾࡚ࡋくࠋ 

㸦㸰㸧点検保守 

点検ࠕࠊࡣ消防用設備等ࡢ点検ࡢ基準及ࡧ消防用設備等点検結果報告書࡟添付ࡿࡍ点検表ࡢ様

式㸦昭和 50 年 10 月 16 日消防庁告示第 14 号㸧ࠖ 及ࠕࡧ消防法施行規則ࡢ規定࡟基࡙ࠊࡁ消防用設

備等ࡢ種類及ࡧ点検内容࡟応࡚ࡌ行う点検ࡢ期間ࠊ点検ࡢ結果ࡘ࡟い࡚ࡢ様式㸦昭和 50 年 10 月

16 日消防庁告示第㸱号㸧ࠖ ௚ࡢそࠊ修理ࠊ保守ࠊࡌ応࡟必要ࠊ行い࡟適ṇࡾࡼ࡟ࢁこ࡜ࡿࡵ定࡟

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡎ措置を講ࡢ

㸦㸱㸧所轄消防署へࡢ届出 

法௧࡛定࡚ࢀࡽࡵいࡿ期限࡟必要࡞書類を調整ࡢうえࠊ届出を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

㸳 業務完了報告 

点検及ࡧ保守ࡀ完了ࡓࡋ都度ࠕࠊ消防用設備等点検結果報告書㸦様式第 6 号㸧ࠖ を委ク者࡟提出ࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ

 

㸴 経費ࡢ㈇担区分 

保守ࠊ修理等ࡢ措置࡟伴いࠊ交換等࡟要ࡓࡋ消耗部㈈類ࡢ費用ࠊࡣ受ク者ࡀ㈇担ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 



別記 

 

岩手県立大学盛岡短期大学部ひめかみ寮消防用設備一覧表 

 

㸯 消火器具 

粉ᮎ消火器  㸰㸲ᮏ㸦㸯階㸯㸱ᮏ、㸰階 㸳ᮏ、㸱階 㸳ᮏ㸧 

 

㸰 自動火災報知設備 

㸦㸯㸧Ｐ型㸯級㸯㸮回線自動火災報知器   㸯台 

㸦㸰㸧感知器 差動スポット型      㸳㸶個 

定温スポット型      㸯㸳個 

煙イオン化型       㸯㸮個 

光電式           㸰個 

㸦㸱㸧地区音響装置            㸴個 

㸦㸲㸧発信機               㸴個 

 

㸱 避難器具 

緩降機   㸯台 

 

㸲 誘導設備 

誘導標識  㸰㸲枚㸦㸯階㸷枚、㸰階㸵枚、㸱階㸶枚㸧 



㸦様式第６号㸧 

 

 

 

 

 

 

消防用設備等点検結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受託者 住所                        

    氏名                        



別記様式第１                                         （その１） 

消  火  器  具  点  検  票   

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所  在  立会者 ◯印  

点検種別 機器点検 点検年月日   年  月  日  ～  年  月  日 
資格   番号 
 

社名              TEL 
 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

 

点 検 結 果 
消 火 器 の 種 別 点 検 項 目 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
判 定 不良内容 

措 置 内 容 

機  器  点  検 
設 置 場 所          
設 置 間 隔          
適 応 性          

設
置
状
況 

耐 震 措 置          
表 示 ・ 標 識          

本 体 容 器          
安 全 栓 の 封          
安 全 栓          
使用済みの表示装置          
押し 金具・レバー等          
キ ャ ッ プ          
ホ ー ス          
ﾉ ｽ ﾞ ﾙ ･ ﾎ ｰ ﾝ ･ ﾉ ｽ ﾞ ﾙ 栓          
指 示 圧 力 計          
圧 力 調 整 器          
安 全 弁          
保 持 装 置          
車 輪 （ 車 載 式 ）          

消 
火 

器 

の 

外 

形 

ガス導入管（車載式）          
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 消火器の種別欄は、該当するものについて記入すること。Ａは粉末消火器、Ｂは泡消火器、Ｃは強化液消     

    火器、Ｄは二酸化炭素消火器、Ｅはハロゲン化物消火器、Ｆは水消火器をいう。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は不良個数を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

 
 

 

 



別記様式第１                                     消火器具（その２） 

本 体 容 器          
内 筒 等          

・
内
筒
等 

本
体
容
器 液 面 表 示          

性 状          薬
剤 

消
火 消 火 薬 剤 量          
加 圧 用 ガ ス 容 器          
カ ッ タ ー ・ 押 し 金 具          
ホ ー ス          
開閉式ノズル・切替式ノズル          
指 示 圧 力 計          
使 用 済 み の 表 示 装 置          
圧 力 調 整 器          
安 全 弁 ・ 減 圧 孔 
（ 排 圧 栓 を 含 む 。）          

粉 上 り 防 止 用 封 板          
パ ッ キ ン          
サイホン管・ガス導入管          
ろ 過 網          

消 

火 

器 

の 

内 

部 

等 

・ 

機 

能 

放 射 能 力          
外 形          火

用
具 

簡
易
消 水 量 等          

備 
 

考 

 

機 器 名 型  式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型  式 校正年月日 製造者名 

        
        

測
定
機
器         

 
器 種 名 設 置 数 点 検 数 合 格 数 要修理数 廃 棄 数 

      
      
      
      
      
      

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 消火器の種別欄は、該当するものについて記入すること。Ａは粉末消火器、Ｂは泡消火器、Ｃは強化液消     

    火器、Ｄは二酸化炭素消火器、Ｅはハロゲン化物消火器、Ｆは水消火器をいう。 

   ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は不良個数を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第 11                                         （その１） 

自 動 火 災 報 知 設 備 点 検 票 

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所   在  立会者 ◯印  

点検種別 機 器・総 合 点検年月日  年  月  日～  年  月  日 
資格   番号 社名           TEL 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

製造者名 点  検 
設 備 名 

受 信 機 
型 式 等 

点  検  結  果 点 検 項 目 
種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 

措 置 内 容 

機   器   点   検 
外 形     
表 示     
※ 端 子 電 圧 Ｖ    
※ 切 替 装 置     
※ 充 電 装 置     

（
内
蔵
型
） 

予
備
電
源
・
非
常
電
源 ※ 結 線 接 続     

周 囲 の 状 況     
外 形     
表 示     
警 戒 区 域 の 表 示 装 置     
電 圧 計 Ｖ    
ス イ ッ チ 類     
ヒ ュ ー ズ 類 Ａ    
※ 継 電 器     
表 示 灯     
通 話 装 置     
※ 結 線 接 続     
接 地     
附 属 装 置     

蓄 積 式     
ア ナ ロ グ 式     
二 信 号 式     

※ 火 災 表 示 等 

そ の 他     
※ 注 意 表 示     
回 路 導 通     
設 定 表 示 温 度 等     
感 知 器 作 動 等 の 表 示     

受 
 

信 
 

機 
 

・ 
 

中 
 

継 
 

器 

予 備 品 等     
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ 票中※ 印の欄は、自動試験機能を有するものにあっては記入不要。 



別記様式第 11                                 自動火災報知設備（その２） 

外 形     

未 警 戒 部 分     

感 知 区 域     

適 応 性     

警

戒

状

況 機 能 障 害     

ス ポ ッ ト 型 差動 定温( 再)  熱アナログ    

空 気 管 式     分
布
型 熱電対式・熱半導体式     

※

熱

感

知

器 感 知 線 型     

ス ポ ッ ト 型 イオン 光電 アナログ    ※
煙
感
知
器 分 離 型     

※ 炎 感 知 器 赤外線 紫外線    

※ 多信号感知器・複合式感知器     

感 
 

 

知 
 

 

器 

遠 隔 試 験 機 能 を 有 す る 感 知 器     

周 囲 の 状 況     

外 形     

表 示     

押 し ボ タ ン ・ 送 受 話 器     

発 
 

信 
 

機 
表 示 灯     

外 形     

取 付 状 態     

音 圧 等     

音 

響 

装 

置 鳴 動 方 式 一斉 区分 相互 再鳴動    

※ 蓄 積 機 能     

※ 二 信 号 機 能     

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ 自動試験機能を有するものにあっては、異常の発生状況、異常が発生した箇所の整備状況等を記録した書
類を添付すること。 

   ７ 票中※ 印の欄は、自動試験機能を有するものにあっては記入不要。 



別記様式第 11                                 自動火災報知設備（その３） 

予 備 電 源 ・ 非 常 電 源     

受 信 機 の 火 災 表 示     

受 信 機 の 注 意 表 示     

受信機・中継器の制御機能・電路     

感 知 器     

自 

動 

試 

験 

機 

能 

感 知 器 回 路・ ベ ル 回 路     

総  合  点  検 

同 時 作 動     

※ 煙 感 知 器 等 の 感 度 
（自動試験機能を有するものを除く。） 

    

地 区 音 響 装 置 の 音 圧     

※ 総 合 作 動 
（自動試験機能を有するものを除く。） 

    

備 
 

 
 

 

考 

 

機 器 名 型式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型式 校正年月日 製造者名 

加 熱 試 験 器    メーターリレー 試験器    

加 煙 試 験 器    炎感知器用作動試験器    

外 部 試 験 器        

煙 感 知 器 用 感 度 試 験 器        

測 

定 

機 

器 

減 光フ ィ ル タ ー        
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 

   ６ 自動試験機能を有するものにあっては、異常の発生状況、異常が発生した箇所の整備状況等を記録した書

類を添付すること。 

   ７ 票中※ の欄は、自動試験機能を有するものにあっては記入不要。 

    



別記様式第 15                                         （その１） 

避 難 器 具 点 検 票 

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所   在  立会者 ◯印  

点検種別 機 器・総 合 点検年月日  年  月  日～  年  月  日 
資格   番号 社名           TEL 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

設  置  階  

設 置 場 所  
点  検  結  果 点 検 項 目 

種別・容量等の内容 判 定 不 良 内 容 
措 置 内 容 

機   器   点   検 
設 置 場 所     
操 作 面 積 等     
開 口 部     
降 下 空 間     

周
囲
の
状
況 

避 難 空 地     
標 識     

縦 棒     
横 さ ん     
突 子     
結 合 部 等     

外 形     
可 動 部 

機 能     

避 

難 

は 

し 

ご 
つ り 下 げ 金 具     

外 形     
調 速 機 

機 能     
調 速 機 の 連 結 部     
ロ ー プ     
着 用 具     

緩 

降 

機 

ロ ー プ と 着 用 具 の 緊 結 部     
底 板 及 び 側 板     
す べ り 面 の 勾 配     

す
べ
り
台 手 す り     
す べ り 棒     

ロ ー プ 本 体     
結 合 部     

器 
 

 
具 

 
 

本 
 

 

体 

避
難
ロ
ー
プ つ り 下 げ 金 具     

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 
    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第 15                                  避難器具点検票（その２） 

床 板 、 手 す り 等     
接 合 部     

外 形     

避
難
橋 可 動 部 

機 能     
踏 み 板 、 手 す り 等     
接 合 部     

外 形     

避
難
用
タ
ラ
ッ
プ 可 動 部 

機 能     
本 体 布 及 び展張部材     
縫 い 合 せ 部     
保 護 装 置 （ 斜 降 式 の 救 助 袋 に 限 る 。）      
結 合 部     

外 形     

器 
 

 

具 
 

 

本 
 

 

体 

救 

助 

袋 

可 動 部 
機 能     

取 付 部     
可 動 部     
支 持 部     
固 定 環     

上 蓋     
下 蓋     

取
付
具
・
支
持
部 

ハ
ッ
チ 使 用 方 法 の 表 示     

格 納 箱     
格 納 状 況 格 納 状 況     

総   合   点   検 
器 具 の 取 付 け 等     
降 下     
格 納     

備 
 

 

考 

 

機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 
        
        

測
定
機
器         

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

   ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

   ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 



別記様式第 16 

誘 導 灯 及 び 誘 導 標 識 点 検 票 

名  称  防 火 
管理者 

◯印  

所   在  立会者 ◯印  

点検種別 機 器 点検年月日  年  月  日～  年  月  日 
資格   番号 社名           TEL 

点 検 者 氏名 

◯印  

点 検 者 
所属会社 住所 

点  検  結  果 
種別・容量等の内容 点 検 項 目 

避難口 通 路 客 席 
判 定 不 良 内 容 

措 置 内 容 

機   器   点   検 
種 類       
視 認 障 害 等       
外 形       

外箱・表示面 

表 示       
外 形       
表 示       

非常電源 
(内蔵型) 

機 能       
光 源       
点 検 ス イ ッ チ       
ヒ ュ ー ズ 類       
結 線 接 続       

外 形       
結 線 接 続       

誘 
 

導 
 

灯 

信
号
装
置
等 機 能       
外 形       
視 認 障 害 等       

誘
導
標
識 採 光       

備 

考 

 

機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 機 器 名 型 式 校正年月日 製造者名 
        
        

測
定
機
器 

        
 備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とすること。 

    ２ 種別・容量等の内容欄は、該当するものについて記入すること。 

    ３ 判定欄は、正常の場合は○ 印、不良の場合は× 印を記入し、不良内容欄にその内容を記入すること。 

    ４ 選択肢のある欄は、該当事項に○ 印を付すこと。 

    ５ 措置内容欄には、点検の際措置した内容を記入すること。 






